
清
末
の
修
身
教
科
書
と
日
本
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土

屋

洋

【
要
約
】
　
中
国
で
は
十
九
世
紀
宋
か
ら
次
第
に
国
民
教
育
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
光
緒
新
政
時
に
近
代
中
学
校
体
系

が
整
備
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
こ
で
国
民
教
育
の
観
点
か
ら
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
は
修
身
科
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
小
学
修
身

教
科
書
を
通
じ
て
、
当
時
求
め
ら
れ
た
「
国
民
」
像
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
格
的
な
修
身
科
導
入
に
先
立
つ
戊
戌
変
法
期
の
教
科
書
で
は
、
徳
育

の
な
か
に
「
天
」
が
措
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
の
下
で
の
平
等
や
天
賦
人
権
を
享
受
し
う
る
市
民
的
存
在
と
し
て
の
人
間
像
が
描
き
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
た
。
し
か
し
光
点
新
政
期
の
修
身
教
科
書
に
い
た
る
と
、
「
天
」
が
消
し
去
ら
れ
る
～
方
、
門
国
」
が
徳
育
の
基
礎
に
据
え
ら
れ
、
国
家
へ
の
献
身

が
期
待
さ
れ
る
、
き
わ
め
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
国
民
」
像
が
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
修
身
教
科
書
を
媒
介

と
し
た
、
日
本
の
「
教
育
勅
語
」
か
ら
の
影
響
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
三
号
　
二
〇
〇
五
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
世
紀
最
末
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
中
国
で
は
大
規
模
な
教
育
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
目
指
さ
れ
た
の
は
、
従
来
の

科
挙
体
制
に
も
と
つ
く
一
部
の
エ
リ
ー
ト
養
成
と
い
う
あ
り
方
か
ら
、
義
務
教
育
を
柱
と
し
、
広
く
学
校
を
設
け
て
大
衆
を
教
育
す
る
と
い
う

あ
り
方
へ
の
変
換
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
民
教
育
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
国
民
」
の
養
成
と
い
う
課
題

を
果
た
す
た
め
に
特
に
重
視
さ
れ
た
の
が
、
当
時
新
た
に
導
入
さ
れ
た
修
身
科
で
あ
っ
た
。
修
身
科
こ
そ
が
他
の
学
科
に
比
し
て
、
「
国
民
」
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①

の
あ
る
べ
き
姿
を
直
接
生
徒
に
教
授
し
う
る
重
要
な
機
会
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
修
身
科
で
は
当
時
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
教
授
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
最
も
直
接
的
に
反
映
す
る
初
等
学
校
用
修
身
教
科
書
の
考
察
を
行
い
、
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

主
要
な
修
身
教
科
書
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
求
め
ら
れ
た
「
国
民
」
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
管
見
の
限
り
、
清
末
の
修
身
教
科
書
に
つ
い
て
の
叢
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
皆
無
に
等
し
い
。
し
か
し
、
貴
重
な
先
行
研
究
と
し
て
、

本
稿
も
考
察
の
対
象
と
す
る
商
務
印
書
館
『
最
新
修
身
教
科
書
』
お
よ
び
複
数
の
国
民
読
本
、
女
子
用
教
科
書
を
分
析
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ジ
ャ

ッ
ジ
氏
の
論
考
が
存
在
す
る
。
氏
は
女
性
史
の
文
脈
か
ら
、
清
末
の
教
科
書
が
女
性
を
い
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点

に
主
要
な
関
心
を
向
け
る
が
、
行
論
中
、
教
科
書
に
現
れ
る
「
国
民
」
像
に
つ
い
て
も
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
科
書
で

語
ら
れ
る
「
国
民
」
は
、
「
”
ナ
シ
ョ
ナ
ル
”
で
あ
っ
て
も
”
シ
チ
ズ
ン
”
で
は
な
い
」
、
つ
ま
り
国
民
と
し
て
の
義
務
な
い
し
国
家
へ
の
献
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
強
く
求
め
ら
れ
て
も
、
市
民
的
権
利
が
賦
与
さ
れ
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
端
的
な
指
摘
は
、
清
末
の
教
科
書
に
現
れ
る
「
国
民
」
像
を
的
確
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
二

〇
世
紀
初
頭
、
光
緒
新
政
以
降
の
修
身
教
科
書
に
は
、
た
し
か
に
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
性
格
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
清
末

の
教
科
書
が
な
に
ゆ
え
に
こ
う
し
た
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
氏
の
考
察
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
あ
ら
た

め
て
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
性
格
を
よ
り
親
切
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
察
を
経
ず
に
た
だ
結
果
だ
け
を
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
欧
米
流
の
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
か

ら
の
偏
差
の
み
で
、
清
末
の
「
国
民
」
像
を
一
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
光
緒
新
政
期
以
降
の
修
身
教
科
書
に
焦
点
を
絞
り
つ
つ
も
、
そ
れ
を
よ
り
長
い
文
脈
か
ら
考
察
す
る

た
め
に
、
十
九
世
紀
末
の
戊
戌
変
法
期
の
教
科
書
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
後
述
の
通
り
、
実
は
ひ
と
足
早
く
現
れ
た
戊
戌
変
法
期
の

教
科
書
か
ら
は
、
光
緒
新
政
期
以
降
の
教
科
書
と
は
ま
た
異
な
る
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た

性
格
の
変
遷
を
よ
り
広
い
文
脈
か
ら
考
察
す
る
た
め
に
、
清
末
の
教
育
改
革
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
明
治
日
本
の
修
身
教
育
に
着
目
し
た
い
。
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日
本
の
修
身
教
科
書
が
清
末
の
修
身
教
科
書
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ま
た
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
こ
こ
で

の
課
題
と
な
る
。

　
な
お
、
本
稿
が
教
科
書
の
考
察
を
行
う
上
で
、
特
に
そ
こ
に
現
れ
る
世
界
観
の
考
察
を
軸
に
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た

い
。
清
末
の
著
名
な
思
想
家
・
政
治
家
で
あ
る
梁
在
番
は
、
『
新
民
説
』
（
一
九
〇
二
）
の
な
か
で
、
「
（
人
々
は
）
天
下
あ
る
を
知
り
て
、
国
家
あ

る
を
知
ら
ず
」
と
嘆
い
た
が
、
当
時
人
々
の
世
界
観
は
、
伝
統
的
な
「
天
」
の
観
念
に
も
と
つ
く
＝
兀
的
な
地
上
世
界
と
し
て
の
「
天
下
」
観

か
ら
、
熾
烈
な
国
家
間
競
争
の
な
か
で
、
多
く
の
国
々
か
ら
多
元
的
に
構
成
さ
れ
た
「
国
家
」
に
も
と
つ
く
世
界
観
へ
と
急
激
に
変
化
し
つ
つ

　
　
⑥

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
「
国
民
」
の
創
出
が
熱
烈
に
希
求
さ
れ
た
の
も
、
も
と
よ
り
こ
う
し
た
世
界
観
の
変
化
を
そ
の
背
景
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
が
教
科
書
中
に
現
れ
る
世
界
観
に
着
目
す
る
の
も
、
そ
れ
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
教
科
書
の
提
示
す
る
「
国
民
」
像
を

と
ら
え
返
す
こ
と
に
直
接
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
戊
戌
変
法
期
の
教
科
書
を
見
て
い
き
た

い
。
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①
燗
欽
定
学
堂
章
程
」
（
一
九
〇
二
）
で
は
、
修
身
科
を
特
に
重
視
し
て
次
の
よ
う

　
に
述
べ
て
い
る
。
「
中
国
聖
経
垂
訓
、
以
倫
常
道
徳
為
先
。
外
国
学
堂
於
知
育
体

　
育
之
外
、
尤
重
徳
育
、
中
外
立
教
本
有
稲
同
之
理
。
今
無
論
面
外
大
小
学
堂
、
於

　
修
身
倫
理
～
門
視
他
学
科
更
宜
注
意
、
為
培
植
人
材
之
始
基
偏
（
門
欽
定
京
師
大
学

　
堂
章
程
」
第
～
章
第
二
節
）
。

②
筆
者
は
新
中
国
に
お
け
る
教
科
書
出
版
の
中
心
で
あ
る
人
民
教
育
出
版
社
の
図

　
書
館
に
お
い
て
、
清
末
以
降
の
少
な
か
ら
ぬ
教
科
書
な
ら
び
に
教
授
書
を
閲
覧
す

　
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
稿
で
使
用
す
る
修
身
教
科
香
は
主
に
圖
館
所
蔵
の
も
の

　
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
を
快
く
許
可
し
、
何
か
と
閲
覧
の
便
宜
を
図
っ
て
下
さ
っ

　
た
職
員
の
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
着
し
た
い
。
な
お
同

　
館
所
蔵
の
教
科
轡
・
教
授
書
を
中
心
と
し
た
目
録
に
、
北
京
図
害
館
・
人
民
教
育

　
出
版
社
四
民
国
時
期
総
書
目
中
小
学
教
材
』
（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
五
）

　
が
あ
る
。

③
当
時
の
一
連
の
学
堂
章
程
か
ら
門
国
民
」
像
の
分
析
を
行
う
貴
重
な
先
行
研
究

　
と
し
て
、
高
認
幸
男
「
辛
亥
革
命
期
に
お
け
る
門
門
民
」
の
創
造
1
そ
の
初
歩

　
的
考
察
一
」
（
『
近
き
に
在
り
て
㎞
三
九
、
二
〇
〇
二
）
参
照
。

④
清
末
の
修
身
教
科
書
に
関
し
て
は
、
仲
玉
英
「
試
薬
張
工
山
主
編
的
門
最
新
修

　
身
教
科
書
雛
（
『
出
版
史
料
隔
第
一
期
、
一
九
九
〇
）
が
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る

　
商
務
印
書
館
『
最
新
修
身
教
科
書
㎞
に
つ
い
て
略
述
す
る
以
外
、
専
論
と
い
え
る

　
も
の
は
な
い
。
た
だ
清
末
以
降
の
教
科
書
全
般
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は
、

　
平
［
建
軍
凹
中
国
折
【
代
教
科
潜
発
回
展
研
究
聾
（
魚
膠
小
教
育
出
［
版
社
、
　
一
九
九
山
ハ
）
が

　
あ
り
、
修
身
教
科
書
も
含
め
て
概
説
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
槍
本
照
雄
『
初
期
商

　
務
印
書
館
研
究
睡
（
清
末
小
説
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
）
は
、
難
詰
に
お
け
る
教
科

　
書
出
版
の
中
心
で
あ
っ
た
商
務
印
書
館
の
創
業
か
ら
日
本
金
港
堂
と
の
合
弁
時
期



　
を
詳
細
に
跡
づ
け
、
商
館
出
版
の
教
科
轡
に
つ
い
て
の
具
体
的
考
察
も
行
う
重
要

　
な
研
究
で
あ
る
。
な
お
歴
史
教
科
害
を
扱
っ
た
本
楼
的
研
究
と
し
て
は
、
最
近
田

　
中
比
呂
志
「
創
ら
れ
る
伝
統
一
清
末
民
初
の
国
民
形
成
と
歴
史
教
科
嘗
一
」

　
（
『
歴
史
評
論
隔
六
五
九
、
二
〇
〇
五
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⑤
ざ
碧
甘
猪
①
門
改
造
国
家
一
晩
清
的
教
科
書
与
国
民
読
本
一
」
（
『
新
史

学
』
十
二
巻
二
期
、
二
〇
〇
～
）
、
二
四
～
二
五
頁
。

⑥
こ
う
し
た
清
末
に
お
け
る
世
界
観
の
諸
粗
を
手
際
よ
く
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、

　
佐
藤
慎
一
「
儒
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（
隅
中
閣
一
社
会
と
文
化
－
徳
第
四

　
号
、
一
九
八
九
）
参
照
。

一
　
修
身
教
科
書
の
前
身
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中
国
に
お
け
る
修
身
教
科
書
の
誕
生
は
、
直
接
的
に
は
新
学
制
が
成
立
し
、
修
身
科
が
正
式
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
る
光
緒
新
政
期
を
待
た

　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
戊
戌
変
法
期
に
は
す
で
に
国
民
教
育
の
観
点
か
ら
初
等
教
育
用
の
新
た
な
教
材
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
局

地
的
に
設
置
さ
れ
た
新
式
学
堂
で
は
、
実
際
に
初
等
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
用
教
材
の
編
纂
に
着
手
す
る
と
こ
ろ
も
現
れ
た
。
修
身
教

科
書
の
前
身
と
い
え
る
教
材
も
こ
こ
に
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
壁
頭
に
し
ば
し
ば
数
え
ら
れ
、
当
時
の
代
表
的
教
科
書
と
い
い
う
る
の
が

南
洋
公
学
『
蒙
学
課
本
』
で
あ
る
。

　
南
洋
公
学
は
今
日
の
上
海
交
通
大
学
の
前
身
に
あ
た
り
、
一
八
九
六
（
早
緒
二
二
）
年
に
盛
宣
懐
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
師
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

院
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
付
属
小
学
校
を
模
し
た
外
憂
が
設
置
さ
れ
、
師
範
生
を
し
て
児
童
一
二
〇
名
の
教
授
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
。

こ
の
外
院
で
の
授
業
に
用
い
ら
れ
た
教
材
が
『
蒙
学
課
本
嚇
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
九
七
年
に
師
範
生
で
あ
る
陳
愁
死
、
杜
嗣
程
、
沈
慶
鴻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

幾
組
人
等
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
初
版
本
を
目
に
し
て
い
な
い
が
、
一
九
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
新
訂
蒙
学
課
本
』
初
編
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

よ
れ
ば
、
そ
れ
は
品
詞
ご
と
に
字
句
を
配
列
す
る
も
の
で
、
ま
ず
も
っ
て
児
童
の
初
歩
的
な
識
字
能
力
を
養
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
～
八
九
九
年
の
『
蒙
学
課
本
』
第
二
次
排
印
本
は
、
一
八
九
七
年
立
の
続
編
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
～
冊
二
巻
、
巻
～
に
一
三
〇
課
、
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

二
に
三
二
課
の
全
＝
ハ
ニ
課
を
収
め
る
。
こ
の
書
は
ご
く
初
歩
の
識
字
能
力
を
備
え
た
児
童
が
取
り
組
む
も
の
と
し
て
編
ま
れ
た
よ
う
で
、
こ

の
書
に
い
た
っ
て
読
み
物
的
内
容
、
ひ
い
て
は
修
身
的
内
容
を
多
く
収
め
る
こ
と
と
な
る
。
の
ち
～
九
〇
三
年
に
同
書
は
大
幅
な
改
訂
を
経
て
、
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⑦

『
新
訂
蒙
学
課
本
』
第
二
編
と
し
て
再
版
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
「
編
輯
大
意
」
に
よ
れ
ば
（
以
下
「
編
輯
大
意
」
）
、
収
録
さ
れ
る
全
一

三
〇
課
は
「
故
事
」
六
〇
課
、
「
物
名
実
字
」
三
〇
課
、
「
引
証
預
記
」
三
〇
課
、
「
通
用
便
函
」
一
Ω
課
か
ら
成
り
、
さ
ら
に
「
故
事
」
六
〇

課
は
、
「
徳
育
」
三
〇
課
、
「
智
育
」
十
五
課
、
「
体
育
」
十
五
課
か
ら
構
成
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
徳
育
・
智
育
・
体
育
と
い
う

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
学
校
教
育
の
標
準
と
し
て
提
示
さ
れ
、
「
徳
育
」
が
草
創
期
の
学
校
教
育
の
な
か
に
定
位
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
『
蒙
学
課
本
』
が
説
く
徳
育
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
書
は
智
育
・
体
育
と
と
も
に
徳
育
を
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
「
徳
育
」
が
中
国
の
儒
教
的
伝
統
に
お
け
る
道
徳
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
教
育
を
こ
う
し
て
徳
育
・
智
育
・
体
育
の
三
位
～
体
と
し
て
と
ら
え
る
認
識
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・

社
会
学
者
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
教
育
論
　
　
知
育
・
徳
育
・
体
育
　
　
』
（
肉
§
ら
§
§
、
H
馨
駐
Φ
9
q
無
鼠
・
邑
漏
注
℃
ξ
ω
貯
巴
”

一
。
。
①
O
）
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ス
ペ
ン
サ
ー
『
教
育
論
』
は
一
八
八
一
か
ら
八
二
年
の
間
に
中
国
に
伝
わ
り
、
上
海
の
中
畑
人
牧
師
で
あ
る
顔
永
京
に
よ
っ
て
一
八
八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
光
緒
八
）
年
に
抄
訳
さ
れ
た
。
梁
啓
超
の
『
藩
学
書
目
表
』
（
　
八
九
六
）
に
見
え
る
『
難
業
要
覧
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
は
悪
業
則

『
東
西
学
書
録
』
（
一
八
九
九
）
に
「
急
ぎ
て
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
当
時
非
常
に
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
版
本
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

上
海
排
印
本
の
他
、
湘
学
報
本
、
西
政
叢
書
本
、
格
致
書
室
本
、
格
致
彙
編
本
と
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
同
書
は
、
当
時

多
く
の
知
識
人
に
よ
っ
て
読
ま
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
が
、
他
な
ら
ぬ
『
蒙
学
課
本
』
の
編
者
も
こ
の
『
難
業
要
覧
』
を
読
ん
で
い
た
と
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

定
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
編
者
の
一
人
赤
光
治
が
同
書
の
書
後
「
書
難
業
要
覧
後
」
（
一
八
九
七
）
を
著
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
ス
ペ
ン
サ
ー
が
説
く
教
育
と
は
き
わ
め
て
実
用
主
義
的
な
も
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
に
も
と
つ
く
古
典
的
教
養
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
た
だ
世
人
の
そ
の
淵
博
を
称
う
る
を
期
す
る
の
み
」
と
徹
底
的
に
排
撃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
後
に
お
い
て
陳
里
馬
が
強
調
す
る
点

も
、
こ
う
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
主
張
に
他
な
ら
な
い
。
彼
は
士
人
た
ち
の
「
文
飾
の
弊
」
へ
の
深
い
嘆
き
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
現
実
に
役

立
つ
学
問
の
振
興
を
主
張
し
、
そ
の
反
面
古
典
教
養
に
対
し
て
は
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
た
。
陳
懸
治
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
も
は
や
「
尊
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古
」
で
は
な
く
「
尊
今
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
は
古
人
を
「
嬰
嫉
」
に
、
今
人
を
「
成
人
」
に
た
と
え
、
「
願
わ
く
は
世
の
士
た
る
者
、
嬰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

挨
の
言
を
信
じ
、
嬰
娯
の
事
を
記
し
て
、
そ
の
心
智
を
諮
る
な
か
れ
」
と
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
ス
ペ
ン
サ
ー
に
導
か
れ
た
二
等
治
の
「
毒
血
し
的
姿
勢
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
蒙
学
課
本
』
に
も
確
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
ン
サ
ー
『
教
育
論
』
が
科
学
を
最
重
視
し
た
よ
う
に
、
『
蒙
学
課
本
』
も
そ
の
全
篇
に
「
格
致
」
的
内
容
を
ち
り
ば
め
て
い
た
し
、
徳
育

に
つ
い
て
も
「
編
輯
大
意
」
で
、
「
野
土
の
固
よ
り
有
す
る
所
の
者
は
、
惟
だ
徳
育
の
～
門
の
み
。
然
れ
ど
も
三
富
の
伝
う
る
所
は
、
或
い
は

高
遠
に
し
て
行
い
が
た
く
、
或
い
は
簡
淡
に
し
て
味
に
乏
し
…
…
、
故
に
概
し
て
登
録
せ
ず
」
と
述
べ
、
古
典
に
も
と
つ
く
伝
統
的
徳
育
と
は

明
確
に
一
線
を
画
そ
う
と
し
て
い
た
。
実
際
噸
蒙
学
課
本
』
で
は
、
本
文
中
に
古
典
を
そ
の
ま
ま
採
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
な
く
、
後
述

す
る
の
ち
の
教
科
書
と
は
好
対
照
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
伝
統
的
徳
育
に
依
拠
し
な
か
っ
た
『
蒙
学
課
本
』
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
何
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
編
輯
大
意
」
は
さ
ら
に
続

け
て
、
「
お
よ
そ
揚
拾
す
る
所
、
大
半
、
訳
す
こ
と
西
書
よ
り
し
、
や
や
点
窟
を
加
え
、
ま
ま
出
つ
る
こ
と
臆
撰
よ
り
す
る
者
あ
り
」
と
こ
の

問
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
書
の
大
半
は
「
西
書
」
か
ら
の
翻
訳
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
徳
育
も
実
は
、
多
く
を
西
洋
読
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
依
拠
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
実
際
、
本
文
中
で
ワ
シ
ン
ト
ン
や
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
い
っ
た
欧
米
の
偉
人
伝
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
同
書
の
訓
え
の
根
幹
を
な
す
べ
き
世
界
観
に
つ

い
て
も
、
西
書
を
通
じ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
か
ら
の
影
響
が
存
在
し
て
い
た
、
と
み
な
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
第
＝
天
金
は
「
敬

天
の
道
」
を
説
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
万
物
は
天
に
非
ず
ん
ば
生
ま
れ
ず
、
天
道
は
善
を
賞
め
て
悪
を
罰
す
。
故
に
人
は
ま
さ
に
敬
天
の
道
を
知
る
べ
し
。
敬
天
な
る
者
は
、
「
隠
れ
た
る
を
索

　
　
め
怪
し
き
を
行
う
」
〔
『
中
騰
』
…
筆
者
〕
の
謂
い
に
非
ず
、
ま
た
惟
だ
入
事
に
於
い
て
ま
さ
に
為
す
べ
き
所
を
尽
く
す
の
み
。
若
し
人
、
不
孝
、
不
弟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
わ
い

　
　
不
二
、
不
信
に
し
て
、
し
か
る
に
我
れ
た
だ
天
を
敬
す
る
の
み
と
謂
わ
ば
、
た
と
い
能
く
戻
を
免
れ
ん
と
す
る
も
、
必
ず
得
べ
か
ら
ず
。
孔
子
の
「
罪

　
　
を
天
に
獲
れ
ば
、
祈
る
所
無
き
な
り
」
〔
『
論
語
』
〕
と
日
い
、
ま
た
「
民
の
義
を
務
め
、
鬼
神
を
敬
し
て
こ
れ
を
遠
ざ
く
」
〔
同
〕
と
日
う
は
、
此
れ
を
こ
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れ
謂
う
な
り
。
然
れ
ど
も
注
す
で
に
悪
を
為
し
、
或
い
は
無
心
の
失
あ
れ
ば
、
則
ち
過
ち
を
憾
む
る
こ
と
亟
か
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
孟
子
の
所
謂
「
斎

　
　
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
上
帝
に
騎
・
卯
べ
し
」
〔
『
孟
子
巴
な
り
。
…
…
筍
く
も
悪
を
細
み
て
虞
た
め
ず
ん
ば
、
天
、
未
だ
こ
れ
に
罰
を
降
さ
ざ
る
こ
と

　
　
あ
ら
ず
。

　
も
と
よ
り
「
天
を
敬
う
」
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
に
引
用
す
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て
儒
教
の
経
典
で
あ
っ
て
、
な
ん
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
言
及
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
中
国
の
儒
教
的
伝
統
の
な
か
で
は
、
古
代
に
お
い
て
は
と
も
か
く
も
、
宗
教
的
な
人
格
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
し
て
の
「
天
」
と
い
う
観
念
は
　
般
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
宗
教
的
神
と
し
て

の
「
天
」
を
強
調
す
る
の
は
な
に
ゆ
え
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
何
ら
か
の
意
國
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
こ
の
一
文
を
、
戊
戌
変
法
の
立
役
者
康
有
為
に
よ
る
次
の
記
述
と
重
ね
て
み
る
こ
と
は
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
孔

教
の
国
教
化
を
請
願
す
る
奏
稿
中
、
「
人
は
天
に
非
ざ
れ
ば
生
ま
れ
ず
、
父
に
非
ざ
れ
ば
生
ま
れ
ず
、
母
に
非
ざ
れ
ば
生
ま
れ
ず
」
（
『
穀
梁
伝
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

荘
公
三
年
）
、
ま
た
「
天
は
人
の
祖
父
な
り
」
（
署
秋
繁
露
』
為
入
者
天
）
と
い
う
言
を
引
い
て
、
「
人
、
既
に
生
む
所
を
忘
れ
ず
、
そ
の
祖
父
を

異
れ
ば
、
ま
た
貴
に
よ
り
て
出
つ
る
所
を
忘
れ
て
、
天
を
肥
ら
ざ
る
ぺ
け
ん
や
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
『
論
語
』
の
走
路
が
天
に
祈
る
こ
と
を
請

う
た
こ
と
、
η
孟
子
』
の
「
悪
人
有
り
と
錐
も
、
斎
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
上
帝
を
祀
る
べ
し
」
と
い
っ
た
言
を
引
い
て
、
「
然
ら
ば
則
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

孔
孟
の
大
義
は
、
人
人
の
天
帝
を
祷
祀
す
る
を
許
せ
り
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
康
有
為
は
人
々
が
「
天
」
を
祀
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
と
い
え
、
引
用
と
い
え
、
こ
こ
に
先
の
『
蒙

学
課
本
』
の
一
文
と
相
通
じ
る
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
は
む
し
ろ
容
易
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
ね
ら
い
も
近
接
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
康
有
為
が
「
天
を
肥
る
」
こ
と
を
力
説
し
た
ね
ら
い
は
そ
も
そ
も
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
他
で
も
な
く
、
彼
自
身
が
同
紅
舌

中
で
「
基
督
の
教
人
、
皆
な
日
び
上
帝
を
膜
拝
す
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
参
照
し
た
上
で
、
儒
教
を
そ
れ
に
比
肩
し
う
る

宗
教
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
梁
啓
超
が
康
有
為
を
評
し
て
、
「
〔
彼
は
〕
欧
州
の
キ
リ
ス
ト
教
を
尊
ぶ
こ
と
が
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

強
の
本
と
な
っ
て
い
る
と
誤
認
し
、
ゆ
え
に
、
常
に
孔
子
を
キ
リ
ス
ト
と
等
し
く
し
ょ
う
と
し
た
」
と
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
『
蒙
学
課
本
』
の
編
者
た
ち
が
教
壇
に
立
っ
て
い
た
南
洋
公
学
外
院
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
で
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
派
宣
教
師
の
ジ
ョ

ン
・
フ
ァ
ー
グ
ソ
ン
（
冒
ぎ
○
鋤
く
ヨ
悶
2
σ
q
¢
6
。
o
ロ
福
開
平
）
が
監
院
に
あ
た
っ
て
お
り
、
公
学
の
宗
旨
が
「
中
真
西
用
」
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ら
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
た
彼
ら
が
、
ま
た
多
く
の
西
洋
読
本
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教

的
世
界
観
を
参
照
し
、
彼
ら
の
「
徳
育
」
を
形
成
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
保
守
派
で
あ
っ
た
葉
徳
輝
は
、
「
〔
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
に

　
　
　
　
　
　
　
お
も

伴
い
〕
先
識
の
士
謂
え
ら
く
、
孔
子
の
教
ま
さ
に
寝
息
す
る
こ
と
百
年
に
し
て
再
び
興
ら
ん
と
す
、
再
興
の
日
に
は
、
則
ち
諸
教
は
平
な
混
～

す
る
所
と
為
ら
ん
、
と
」
と
述
べ
、
当
時
の
「
先
識
の
士
」
が
孔
子
の
「
再
興
」
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
「
混
一
」
を
夢
想
し
て
い
た
こ
と
に
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

判
的
に
言
及
し
て
い
る
が
、
『
蒙
学
課
本
』
の
編
者
も
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
先
払
の
士
」
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
『
蒙
学
課
本
』
が
「
天
一
に
も
と
つ
く
世
界
観
を
構
築
し
た
以
上
、
そ
れ
が
説
く
人
間
像
も
そ
の
世
界
像
と
相
応
し
た
も
の
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。
康
有
為
は
「
人
は
天
に
非
ざ
れ
ば
生
ま
れ
ず
」
と
万
民
が
皆
天
の
子
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
主
張
は
勢
い
、
彼
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

同
思
想
に
「
天
民
」
と
し
て
の
天
賦
人
権
、
天
の
下
で
の
平
等
と
い
う
観
念
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
『
蒙
学
課
本
』
に
も

同
様
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
の
第
＝
一
六
課
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
と

　
　
世
人
の
操
る
所
の
業
、
お
よ
そ
以
て
人
に
益
あ
る
べ
き
者
は
、
即
ち
み
な
以
て
生
を
謀
る
べ
し
。
年
少
の
歌
い
ず
れ
の
業
を
習
わ
ん
と
欲
す
る
か
。
ま
さ

　
　
に
そ
の
性
の
好
む
所
に
し
て
、
利
を
獲
る
こ
と
や
や
多
き
者
を
択
び
て
こ
れ
を
為
す
べ
し
。
我
が
中
国
、
さ
き
に
士
農
工
商
を
分
か
ち
て
四
業
と
為
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
試
製
も
貴
く
、
農
工
商
こ
れ
に
次
ぐ
。
そ
の
実
、
こ
の
四
業
な
る
は
、
み
な
世
聞
の
少
く
べ
か
ら
ざ
る
の
事
な
り
。
ま
さ
に
入
の
択
び
て
こ
れ
を
為
す
を

　
　
ゆ
る

　
　
聴
し
、
必
ず
し
も
貴
賎
を
分
か
た
ざ
る
べ
き
な
り
。
蓋
し
士
に
士
の
学
あ
り
、
農
工
商
に
農
工
商
の
学
あ
り
。
み
な
必
ず
勤
苦
し
て
後
ち
業
を
成
す
。
量

　
　
に
自
ら
士
た
る
を
命
じ
て
、
農
工
商
た
る
者
を
軽
視
す
ぺ
け
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
四
民
平
等
を
明
快
に
説
く
本
課
の
内
容
が
、
士
大
夫
を
中
心
と
す
る
既
存
の
儒
教
秩
序
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
に
先
に
見
た
「
天
」
を
万
物
の
根
源
と
す
る
同
書
の
世
界
観
を
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
同
書
が
万
民
の
天
の
下
に
お
け
る
平

等
、
さ
ら
に
そ
れ
に
導
か
れ
る
個
人
の
解
放
・
自
立
、
つ
ま
り
は
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
確
立
へ
と
向
か
お
う
と
し
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
も
充
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分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
噸
蒙
学
課
本
』
は
「
天
」
に
も
と
つ
く
秩
序
を
構
築
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
シ
チ
ズ
ン
」
と
し
て
の
人
間
像
へ
と
向
か
う

方
向
性
を
有
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
、
南
洋
公
学
で
学
ん
だ
若
者
た
ち
は
、
の
ち
に
「
自
由
」
「
平
等
」
を
高
ら
か
に
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
・

ん
で
立
ち
上
が
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
書
の
性
格
を
こ
の
よ
う
に
一
面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
必
要
も
あ
る
。
と
い
う

の
も
同
書
は
、
例
え
ば
第
一
〇
九
戸
で
は
「
中
国
」
の
た
め
の
「
報
仇
雪
嶺
」
を
求
め
、
一
方
で
国
民
と
し
て
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
人
間
像

を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
は
、
先
に
引
用
し
た
第
一
二
八
豊
中
で
「
不
孝
、
不
払
、
不
忠
、
不
信
」
を
戒
め
て
い
た
よ
う
に
、

儒
教
的
人
倫
秩
序
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
例
え
ば
、
同
時
代
の
冷
血
同
が
『
五
重
』
の
な
か
で
、
同
様
に

「
天
」
に
も
と
つ
く
秩
序
を
構
想
し
つ
つ
三
綱
五
倫
を
攻
撃
し
た
こ
と
、
ま
た
康
有
為
が
大
同
思
想
を
展
開
さ
せ
る
な
か
で
、
家
族
や
国
家
の

解
体
に
ま
で
行
き
着
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
『
蒙
学
課
本
』
が
思
想
的
に
い
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
も

で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
戊
戌
期
に
お
け
る
一
連
の
思
想
運
動
も
、
諸
外
国
の
侵
略
に
対
す
る
危
機
意
識
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
そ
う
で
あ
っ
た
以
上
、
そ
こ
で
い
か
に
「
天
」
に
も
と
つ
く
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
よ
う
と
も
、
本
来
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
思

想
を
抱
え
込
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
こ
そ
が
の
ち
の
教
科
書
に
お
け
る
さ
ら
な
る
展
開
を
準
備
す
る
の
で
も
あ

る
。

①
そ
も
そ
も
中
国
に
お
け
る
学
校
教
科
書
の
起
源
は
、
一
八
七
七
年
に
全
国
各
派

　
の
入
興
宣
教
師
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
益
選
書
会
」
に
し
ば
し
ば
求
め
ら
れ
る
。

　
同
会
な
ら
び
に
関
係
の
宣
教
師
が
編
纂
し
た
教
科
書
に
は
児
童
用
読
本
も
存
在
し

　
（
王
樹
魂
「
基
督
教
教
育
会
及
其
出
版
事
業
」
、
隅
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集

　
刊
撫
第
二
期
、
一
九
七
一
）
、
こ
れ
ら
が
の
ち
の
教
科
書
に
与
え
た
影
響
も
予
測

　
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
筆
者
は
い
ま
だ
こ
れ
ら
読
本
を
目
に
し
て
い
な
い
。
な

　
お
、
益
艶
書
会
の
出
版
物
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
、
清
末
の
教
育
界
へ
の
影
響
を

　
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
熊
月
之
噌
西
学
東
漸
与
晩
清
社
会
瞼
（
上
海
人
民
出
版

　
社
、
【
九
九
四
）
、
四
八
四
～
四
九
二
頁
参
照
。

②
例
え
ば
康
有
為
「
奏
請
筋
各
省
改
書
院
淫
祠
為
学
堂
摺
」
、
岡
知
薪
報
』
第
六
王

　
冊
、
一
八
九
八
。
具
体
的
な
教
材
変
革
案
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
は
、
鄭
観
応

　
『
世
世
危
言
』
（
八
巻
本
、
一
九
〇
〇
）
、
「
学
校
下
」
、
康
有
為
㎎
日
本
書
目
志
』

　
（
一
八
九
七
）
、
巻
十
、
梁
啓
超
「
論
学
校
五
（
変
法
通
義
三
之
五
、
幼
学
）
」
、

　
『
時
務
報
』
第
十
⊥
ハ
～
十
－
九
冊
、
　
～
八
九
七
。

③
朱
有
態
轟
然
『
中
国
近
代
学
制
史
料
睡
（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
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六
）
第
一
輯
、
下
冊
、
五
〇
八
～
五
四
八
買
。

④
筆
者
が
目
に
し
た
原
本
に
は
編
者
の
記
載
が
な
い
。
国
頭
政
府
教
育
部
「
教
科

　
書
之
発
刊
概
況
」
（
同
憂
糊
第
一
次
教
育
年
鑑
駄
開
明
書
店
、
一
九
三
四
、
今
蒋

　
致
遠
編
『
中
華
罠
国
教
育
年
鑑
㎏
宗
青
図
書
出
版
公
司
、
一
九
九
一
）
な
ら
び
に

　
蒋
維
喬
「
編
輯
小
学
教
科
書
之
圓
憶
」
（
『
出
版
逓
刊
臨
第
｝
五
六
号
、
一
九
三
五
、

　
今
張
静
鷹
『
中
国
畠
版
史
料
評
議
臨
中
華
轡
局
、
一
九
五
七
）
は
こ
れ
を
陳
愚
治
、

　
杜
嗣
程
、
沈
慶
鴻
（
字
は
叔
蓬
）
等
と
し
、
陸
費
蓬
門
論
中
国
教
科
書
史
書
」

　
（
野
新
城
編
『
近
代
中
国
教
育
史
料
㎏
第
一
一
冊
、
中
華
書
周
、
【
九
二
八
）
は
朱

　
樹
人
と
し
て
い
る
。
陸
費
遽
は
こ
の
書
の
出
版
を
｝
九
〇
【
年
と
し
て
お
り
、
あ

　
る
い
は
後
述
の
『
新
訂
蒙
学
課
本
町
を
指
し
て
い
る
と
も
推
測
さ
れ
る
が
詳
細
は

　
不
明
。

⑤
『
新
訂
蒙
学
課
本
隔
南
洋
公
学
第
三
次
印
、
光
緒
二
八
（
一
九
〇
二
）
年
一
〇

　
月
。

⑥
『
蒙
学
課
本
輪
南
洋
公
学
二
次
排
印
、
光
緒
二
五
（
【
八
九
九
）
年
、
上
海
図

　
書
館
蔵
。

⑦
『
新
訂
蒙
学
課
本
輪
南
洋
公
学
第
四
次
印
、
光
緒
二
九
（
一
九
Ω
二
）
年
二

　
月
。

⑧
「
史
氏
新
学
記
」
、
魍
湘
学
新
報
』
第
八
～
二
八
冊
、
　
八
九
七
～
九
八
、
前
雷
。

⑨
徐
維
則
噸
東
西
学
書
録
幅
巻
一
、
学
校
第
三
。

⑩
噸
実
学
報
』
第
九
、
…
○
冊
、
一
八
九
七
。

⑪
噸
難
業
要
覧
』
格
奏
書
室
本
、
二
a
頁
。

⑫
彼
ら
が
参
照
し
た
西
洋
読
本
に
つ
い
て
は
、
編
者
の
　
人
朱
樹
入
の
訳
に
よ
る

　
「
巴
黎
書
庫
提
要
」
（
『
実
学
報
㎏
第
一
、
六
冊
、
一
八
九
七
）
よ
り
そ
の
一
斑
を

　
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑬
例
え
ば
宇
野
哲
入
輔
支
那
哲
学
概
論
葱
（
一
九
三
九
、
今
同
『
中
国
哲
学
暁
講

　
談
社
、
～
九
九
二
）
後
篇
第
一
章
「
宇
宙
論
」
参
照
。
な
お
こ
こ
で
は
、
長
く
民

　
間
に
流
布
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る
善
書
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
後

　
述
の
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
影
響
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑭
「
請
県
単
肇
国
睡
教
、
立
教
部
教
会
、
以
孔
子
紀
年
、
耳
目
淫
祀
摺
」
、
讐
戊
戌

　
奏
三
顧
（
｝
九
｝
｝
）
。
た
だ
し
こ
れ
は
偽
作
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
康
有
為
の
戊

　
戌
期
に
お
け
る
孔
教
論
を
厳
密
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
た
め
、
敢
え

　
て
こ
れ
を
用
い
た
。

⑮
一
二
代
学
術
概
論
瞼
（
一
九
二
一
）
、
『
飲
競
室
専
集
匝
三
四
、
五
七
頁
。

⑯
本
章
註
③
に
同
じ
。

⑰
幅
翼
明
認
編
』
（
｝
八
九
八
）
、
巻
三
、
「
葉
蘭
凝
立
部
明
教
」
。

⑱
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
儒
教
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
当
時
の
入

　
華
宣
教
師
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
信
者
拡
大
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
（
顧
長
声

　
『
伝
教
士
与
近
代
中
国
輪
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
、
一
八
六
～
一
九
四

　
頁
）
。
な
お
魍
蒙
学
課
本
』
の
編
纂
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
浸
礼
会
の
宣
教
郎
・
秀
耀

　
春
（
国
国
魯
Φ
量
冒
ヨ
①
ω
）
に
よ
っ
て
訳
述
さ
れ
た
「
養
蒙
正
軌
」
（
欄
万
國
公

　
報
臨
一
二
一
、
一
二
二
冊
、
一
八
九
九
）
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
と
フ
レ
ー
ベ
ル
の

　
伝
記
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
児
童
教
育
の
あ
り
方
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

　
両
者
の
宗
教
教
育
者
と
し
て
の
捌
面
を
強
調
し
、
「
車
懸
之
謙
遜
道
之
原
貼
出
於

　
天
」
と
い
う
彼
等
の
言
を
引
き
つ
つ
、
こ
の
万
物
の
根
源
を
「
上
天
之
載
、
無
声

　
無
契
」
と
い
う
『
中
庸
』
中
の
雷
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
門
学
校
之

　
大
原
、
在
乎
首
正
人
心
、
若
人
心
不
存
天
理
、
則
難
名
教
之
罪
人
扁
と
述
べ
、
教

　
育
の
役
割
を
人
心
に
「
天
理
」
を
抱
か
せ
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
惇

　
れ
ば
門
名
教
の
罪
人
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
蒙
学
課
本
機
が
儒
教
経
典
に
も
と

　
づ
き
つ
つ
「
天
」
を
重
視
す
る
の
も
、
や
は
り
こ
う
し
た
宣
教
師
の
著
述
か
ら
の

　
影
響
を
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

⑲
　
例
え
ば
、
「
国
者
合
人
民
為
国
、
入
民
者
無
間
於
男
女
者
也
。
…
…
即
在
大
地

　
統
一
之
世
、
尚
有
天
賦
人
権
之
義
、
女
子
亦
当
在
天
民
之
列
、
平
等
戴
立
、
以
其

　
才
選
雪
止
公
議
、
量
肇
国
乎
偏
、
「
夫
凡
人
之
生
、
総
出
於
天
、
故
人
無
貴
賎
、
莫

　
青
天
罠
、
各
為
独
立
、
薬
嚢
視
為
玩
具
者
哉
」
（
馴
大
罰
書
無
品
部
、
婦
女
之
苦
総
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論
）
と
い
っ
た
記
述
を
参
照
。

⑳
四
民
平
等
説
は
豪
峙
郷
観
応
（
『
盛
世
危
言
絶
戸
商
戦
下
」
）
や
梁
啓
超
（
前
掲

　
曲
論
学
校
五
」
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
主
張
は
「
中
体
西
用
鳳

　
観
を
掘
り
崩
し
う
る
も
の
と
し
て
保
守
派
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
『
翼
教
案
編
』
二
四
、
「
轟
轟
部
非
幼
学
通
年
縣
参
照
。

⑳
　
…
九
〇
二
年
、
南
洋
公
学
の
学
生
が
「
教
習
惇
然
以
奴
隷
待
学
生
、
為
種
種
之

束
縛
、
総
辮
復
頑
鈍
、
欲
抑
制
学
生
醤
論
之
自
門
L
田
」
を
理
由
に
、
一
斉
退
学
事
件

を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
（
「
南
洋
公
示
学
生
出
窓
始
末
藁
記
」
、

『
新
民
叢
叢
』
第
二
一
号
、
一
九
〇
二
〉
。
『
新
民
叢
報
睡
は
彼
ら
の
行
動
を
「
民

権
萌
芽
の
歴
史
」
と
評
し
（
「
国
議
短
評
扁
、
同
前
）
、
一
方
張
雪
洞
に
近
い
謬
杢

孫
は
南
洋
公
学
の
「
流
弊
」
を
ふ
ま
え
て
、
学
堂
で
の
「
自
由
平
織
の
邪
説
」
を

押
さ
え
込
む
必
要
姓
を
訴
え
て
い
る
（
嗣
『
日
游
彙
編
藤
序
、
～
九
〇
三
）
。

72　（396）

二
　
清
末
の
修
身
教
科
書

　
梁
啓
超
は
教
育
家
と
し
て
の
康
有
為
を
評
し
て
、
「
国
家
主
義
」
の
欠
如
を
大
き
な
欠
点
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
康
有
為
は
個

人
主
義
と
世
界
主
義
を
重
ん
じ
る
あ
ま
り
、
熾
烈
な
国
家
間
競
争
の
時
代
に
あ
っ
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
国
家
主
義
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
し
ま

　
　
　
　
①

つ
た
の
だ
と
。
こ
の
平
鞘
超
の
指
摘
は
『
蒙
学
課
本
』
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
『
蒙
学
課
本
』
が
「
天
」
を
徳
育

の
な
か
に
据
え
た
以
上
、
「
国
」
の
価
値
は
相
対
的
に
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
土
研
新
政
期
以
降
に
現

れ
る
修
身
教
科
書
は
、
こ
の
「
天
」
を
消
し
去
り
、
国
家
主
義
へ
と
大
き
く
軸
足
を
移
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
欽
定
学
堂
章
程
」
（
一
九
〇
二
）
お
よ
び
「
奏
定
学
堂
章
程
」
（
～
九
〇
四
）
に
よ
っ
て
修
身
科
が
正
式
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
、
等
時
に
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

科
書
の
検
定
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
民
間
の
教
科
書
編
纂
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
修
身
教
科
書
も
次
第
に
編
纂
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
〇
六
年
に
は
学
部
の
検
定
を
経
て
、
ま
ず
四
種
の
教
科
書
が
初
等
小
学
用
修
身
教
科
書
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
四
種
と
は
、

　
①
商
務
印
書
館
編
訳
所
編
『
最
新
初
等
小
学
修
身
教
科
書
』
上
海
商
務
印
書
館
、
全
一
〇
得
、
光
年
三
一
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
初
版

　
　
（
以
下
『
最
新
修
身
』
）
、
同
『
最
新
初
等
小
学
修
身
教
科
書
教
授
法
』
全
一
〇
滞
（
以
下
『
教
授
法
廓
）

　
②
荘
論
著
『
初
級
蒙
学
修
身
教
科
書
』
文
明
書
局
、
金
一
滑
、
光
緒
二
九
年
一
〇
月
初
版

　
③
蒋
翻
編
『
蒙
学
修
身
書
』
全
一
冊
、
出
版
社
・
出
版
年
不
明
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表　商務印書館『最新初等小学修身教科書ヨ各課標題
冊
十
第

国
益
徳
任
勇
平
実
行
弟
友
己
容
省
直
儒
整
育
女
民
行
愛
公
公
責
義
公
忠
孝
兄
師
克
寛
修
正
誠
修
教
男
国
躬

樹
九
第

先
立
独
過
勉
敢
白
分
守
直
婦
友
気
和
倹
侠
物
身
功
国
祖
自
慎
改
勤
勇
淡
安
自
圃
夫
朋
平
協
勤
義
愛
立
立
報

珊
鋤

驚
織
懸
欝
羅
購
講
難
離
灘
轟

冊
七
第

鵜
馨
署
繕
雛
灘
雛
盤
綴
凝

羅
六
第

難
繍
縢
離
搬
購
藩
轟
腫
懸

冊
五
第

蠣
鞭
擬
瀦
饗
鰻
雛
載

冊
圏
第

倹
蓄
潔
忍
奮
恥
操
孝
義
敢
譲
儀
序
族
党
徳
益
善
群
国
節
貯
廉
堅
自
知
節
貞
信
勇
礼
威
循
宗
郷
公
興
慈
合
愛

慨
三
第

難
鷲
難
蝶
離
欝
響
欝

羅
二
第

離
鷺
離
輩
難
欝
笹
樋

冊
一
第

踏
難
馨
羅
織
蕪
響
騰（撫典）　商務印書館『最薪初等ノ」・学修身教科書』第一冊光緒三二年十三版、第三冊光緒三二年六

　　版、第四構光緒三二年五版、第五冊光緒三二年四版、第六冊光緒三二年五版、第七冊光緒

　　三二年四版、第八冊光緒王二年四版、第九冊光緒三二年三版、第十冊光緒三二年三版、商

　　務印書館鰍新修身教科書選第二冊光緒三三年十四版。

『
中
学
修
身
教
科
書
』
を
、
高
鳳
謙
は
高
等
小
学
用

『
最
新
修
身
教
科
書
』
を
担
当
し
て
い
た
た
め
、
『
最

新
修
身
』
は
主
に
張
元
済
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
考

　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
張
元
済
は
戊
戌
政
変
で
宮
界
を

の
上
に
成
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
察
元
培
は

い
っ
て
も
①
の
商
務
印
書
館
『
最
新
修
身
』
で
あ
る
。

　
商
務
印
書
館
の
「
最
新
」
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
は
、

「
盛
行
す
る
こ
と
十
余
年
、
行
錆
す
る
こ
と
数
百
万
に

　
　
　
　
　
　
④

至
る
」
と
い
わ
れ
、
ま
さ
に
清
末
を
代
表
す
る
教
科
書

で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
中
心
的
位
置
を
占
め
た
の

が
、
こ
の
『
最
新
修
身
隔
で
あ
る
。
同
書
は
奥
付
の
記

載
に
よ
れ
ば
、
商
務
印
書
館
編
訳
所
に
よ
っ
て
編
纂
、

張
元
済
・
察
元
培
・
高
鳳
謙
に
よ
っ
て
校
訂
が
な
さ
れ

た
。
当
時
商
務
印
書
館
で
は
、
教
科
書
編
纂
に
合
議
制

が
採
ら
れ
て
お
り
、
同
書
も
編
訳
所
所
員
の
共
同
編
纂

④
陸
基
著
、
董
瑞
椿
校
補
『
蒙
学
経
訓
修
身
教
科

　
　
書
』
文
明
書
局
、
全
一
冊
、
光
緒
二
九
年
初
版

　
　
③

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
な
か
で
も
最
も
広
く
普
及
し
、

の
ち
の
教
科
書
へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
は
、
何
と
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追
わ
れ
た
の
ち
、
南
洋
算
学
訳
書
院
主
任
等
の
職
を
経
て
、
一
九
〇
二
年
に
商
務
印
書
館
に
入
館
、
そ
の
翌
年
か
ら
は
編
訳
所
所
長
に
あ
た
っ

て
い
た
。

　
『
最
新
修
身
』
の
一
見
し
て
気
づ
く
大
き
な
特
徴
は
、
そ
の
形
式
が
非
常
に
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
年
制
の
課
程
に
適
合
し
、

豊
富
な
挿
絵
、
大
き
く
読
み
や
す
い
文
字
、
加
え
て
教
師
用
の
教
授
書
で
あ
る
『
教
授
法
』
や
掛
図
ま
で
備
わ
る
と
い
う
周
到
さ
は
、
従
来
の

教
科
書
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
が
好
評
を
博
し
え
た
理
由
も
第
一
に
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
同
書
の
周
到
さ
は
、
表
面
上
だ
け
で
な
く
、
内
容
上
の
体
系
性
の
高
さ
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
同
書
は
、

第
一
冊
の
一
部
を
除
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
徳
目
主
義
偏
に
も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
模
範
と
す
べ
き
人
物
に
従
っ
て
編
纂
さ
れ

る
「
人
物
主
義
」
と
は
異
な
り
、
教
え
る
べ
き
徳
目
に
従
っ
て
編
纂
さ
れ
る
も
の
で
、
各
課
の
標
題
に
は
人
名
で
は
な
く
徳
目
が
示
さ
れ
る

（
表
）
。
そ
し
て
証
書
で
は
、
そ
れ
ら
の
徳
目
が
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
上
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
各
号
に
記
さ
れ
る
「
編
集
大

意
」
は
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
学
規
」
、
「
孝
弟
」
、
「
家
庭
」
、
「
立
身
」
、
「
処
世
」
、
「
修
己
」
、
「
合
群
」
、
「
愛
国
」
等
と
示
し
て
い
る
が
、
要

す
る
に
「
立
身
」
「
修
己
」
と
い
う
個
人
に
関
す
る
も
の
、
「
孝
弟
」
「
家
庭
」
と
い
う
家
庭
に
関
す
る
も
の
、
「
学
規
」
と
い
う
学
校
に
関
す
る

も
の
、
「
処
世
」
「
合
群
」
と
い
う
社
会
に
関
す
る
も
の
、
「
愛
国
」
と
い
う
国
家
に
関
す
る
も
の
、
と
大
別
で
き
る
。
つ
ま
り
『
最
新
修
身
』

で
は
、
全
二
〇
〇
課
の
各
徳
目
が
、
個
人
・
家
庭
・
学
校
・
社
会
・
国
家
と
い
う
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
分
類
・
構
成
さ
れ
、
全
体
的

な
秩
序
・
体
系
性
が
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
各
徳
目
は
そ
の
排
列
も
無
秩
序
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
循
環
教
案
法
」
と
同

書
で
述
べ
ら
れ
る
方
法
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
児
童
に
と
っ
て
身
近
な
家
庭
・
学
校
な
い
し
個
人
に
属
す
る
徳
目
か
ら
は
じ
め
て
、

順
次
社
会
、
国
家
に
属
す
る
徳
目
へ
と
進
ん
で
い
き
、
そ
し
て
そ
の
サ
イ
ク
ル
が
各
学
年
で
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
児
童
に
単

調
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
で
い
て
毎
年
の
繰
り
返
し
に
よ
る
児
童
の
脳
裏
へ
の
定
着
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
『
最
新
修
身
』
は
、
そ
の
全
体
が
個
人
↓
家
庭
↓
学
校
↓
社
会
↓
国
家
と
展
開
す
る
構
成
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
構
成
は
中
国
の
古
典
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
書
は
、
「
修
身
」
と
い
う
語
の
典
拠
で
あ
る
『
大
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の修身教科書と日本（土屋）

学
』
の
八
品
目
、
特
に
そ
の
後
半
の
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」
に
示
さ
れ
る
、
身
↓
家
↓
国
↓
天
下
と
連
続
・
拡
大
的
に
展
開
す
る

秩
序
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
書
の
『
教
授
法
』
が
「
処
世
の
道
は
、
斉
家
に
始
ま
る
」
（
第
三
冊
第
一
課
）
、
「
国
を
治
め
ん
と

す
れ
ば
必
ず
先
に
家
を
言
え
、
身
修
ま
れ
ば
則
ち
家
斉
う
」
（
第
八
冊
第
一
課
）
等
と
随
所
で
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
同
書
で
は
、
こ
の
『
大
学
』
の
一
節
が
ち
ょ
う
ど
綱
領
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
点
に
関
し
て
、
同
書
の
際
立
っ
た
特
徴
と
し
て
、
各
課
の
本
文
ほ
ぼ
す
べ
て
が
中
国
の
古
典
を
典
拠
と
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ

て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
典
拠
は
経
書
に
限
ら
れ
ず
、
史
書
を
は
じ
め
諸
子
、
文
集
に
い
た
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
中

国
の
故
事
・
古
雷
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
引
用
の
多
く
は
原
文
に
忠
実
で
、
従
来
の
教
科
書
が
西
洋
の
故
事
・
格

言
等
も
採
り
入
れ
、
中
国
の
古
典
か
ら
引
用
し
て
も
多
分
に
簡
略
化
し
て
い
た
の
と
較
べ
、
大
い
に
様
相
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
最
新
修
身
』
は
、
儒
教
の
代
表
的
経
典
で
あ
る
『
大
学
』
の
一
節
を
綱
領
と
し
、
ま
た
本
文
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
中
国
の
古
典

か
ら
の
引
用
と
、
従
前
の
教
科
書
と
較
べ
て
伝
統
的
色
彩
が
よ
り
濃
厚
で
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
こ
の
こ
と
は
果
た
し
て
、

同
書
が
中
国
の
伝
統
的
徳
育
の
延
長
線
上
に
そ
の
ま
ま
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
同
書
に

お
け
る
伝
統
性
は
あ
く
ま
で
も
あ
ら
た
め
て
「
発
見
」
さ
れ
た
も
の
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
張
込
済
は
商
務
印
書
館
入
館
当
初
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
た
。

中
国
は
開
化
す
る
こ
と
甚
だ
早
く
、
国
を
立
つ
る
こ
と
す
で
に
数
千
年
な
れ
ば
、
ま
た
自
ず
か
ら
そ
の
学
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
事
あ
り
。
何
ぞ
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
の
り

も
己
を
捨
て
て
人
を
芸
と
せ
ん
。
窃
か
に
謂
え
ら
く
、
今
日
学
を
青
く
る
も
ま
た
宜
し
く
こ
の
意
を
抱
忙
し
、
必
ず
中
国
人
と
為
る
を
学
び
、
外
国
人
と

為
る
を
学
ば
ざ
れ
、
と
。
然
れ
ど
も
ま
た
中
学
を
体
と
為
し
、
西
学
を
用
と
為
す
の
謂
い
に
は
非
ざ
る
な
り
。
吾
が
儒
の
言
う
修
辞
治
平
は
寧
ろ
用
に
非

ざ
る
か
、
西
寺
の
琶
う
℃
君
臨
8
雪
住
℃
窯
｝
o
ω
。
喜
望
は
寧
ろ
体
に
非
ざ
る
か
、
こ
れ
を
之
れ
膚
論
と
す
る
は
、
吾
れ
未
だ
敢
え
て
信
ぜ
ず
。
吾
れ
の
意

は
、
泰
西
の
種
種
の
学
術
を
取
り
、
以
て
吾
が
国
の
民
謡
、
俗
尚
、
教
宗
、
政
体
と
言
い
調
剤
を
為
し
、
腐
儒
の
畏
縮
を
掃
き
て
、
振
る
い
て
吾
が
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
精
神
を
新
た
に
せ
ん
と
欲
す
る
に
在
る
の
み
。
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こ
の
よ
う
に
池
元
済
は
「
中
国
人
」
を
育
て
る
必
要
性
を
強
く
認
識
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
中
学
」
の
教
授
を
こ
う
し
て
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

『
最
新
修
身
』
が
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」
を
掲
げ
、
そ
の
本
文
に
こ
と
さ
ら
古
典
を
引
用
し
た
の
も
、
こ
の
点
か
ら
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
主
張
は
決
し
て
伝
統
の
延
長
と
し
て
の
「
中
体
西
用
」
観
に
も
と
つ
く
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
張
元
済
に
と
っ
て
、
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」
は
も
は
や
「
用
」
と
し
て
補
足
的
に
利
用
さ
れ
る
も
の

で
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
い
う
教
育
が
、
表
面
上
は
「
中
学
」
に
よ
る
伝
統
的
色
彩
が
保
持
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
内

実
は
．
ぜ
ξ
ω
一
8
9
鼠
喜
一
｝
o
ω
o
嘗
《
．
、
に
示
さ
れ
る
西
洋
の
哲
理
、
つ
ま
り
「
藩
学
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
要
す
る
に
、

『
最
新
修
身
』
が
『
大
学
』
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
に
よ
っ
て
伝
統
色
を
強
く
打
ち
出
し
た
の
は
、
「
中
国
人
」
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
構
築
す
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
張
元
済
の
よ
う
に
、
『
大
学
』
の
教
え
と
「
西
学
」
を
接
合
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
清
末
以
降
、
い
く
つ
か
そ
の
例
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
単
元
済
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
厳
復
は
、
早
に
「
原
強
」
（
一
八
九
五
）
に
お
い
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
が
「
誠
正
修
斉
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

平
の
事
」
と
期
せ
ず
し
て
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
し
、
ま
た
『
倫
理
教
科
書
』
（
一
九
〇
六
）
を
著
し
た
亡
師
培
も
、
そ
こ
で
西
洋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

倫
理
学
を
『
大
学
』
の
八
条
目
に
な
ぞ
ら
え
て
説
明
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
て
、
『
大
学
』
八
条
目
の
重
要
性
を
最
も

鮮
明
に
謳
っ
た
の
が
晩
年
の
孫
文
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
「
散
砂
」
で
あ
る
人
民
を
い
か
に
し
て
「
国
族
（
民
族
）
」
と
し
て
凝
集
さ
せ
る
か
、

と
い
う
問
題
に
腐
心
し
て
い
た
孫
文
は
、
そ
の
「
三
民
主
義
」
講
演
（
一
九
二
四
）
の
な
か
で
、
中
国
固
有
の
道
徳
・
知
識
を
「
呼
び
さ
ま
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
、
『
大
学
』
の
八
丁
目
、
特
に
そ
の
後
半
部
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」
を
す
ぐ
れ
た
政
治
哲
学
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
称
揚
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
は
た
だ
家
族
主
義
と
宗
族
主
義
が
あ
る
だ
け
で
全
幅
主
義
は
な
い
、
と
嘆
く
孫
文
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

こ
の
身
↓
家
↓
國
と
連
続
的
に
拡
大
・
発
展
し
て
い
く
『
大
学
』
の
秩
序
は
、
強
固
な
団
結
力
を
も
つ
家
族
、
宗
族
を
基
礎
に
そ
の
団
結
を
国

家
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
た
め
の
う
っ
て
つ
け
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
国
粋
」
と
し
て
人
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
喚
起

す
る
に
も
充
分
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
『
大
学
』
八
条
目
は
、
孫
文
に
よ
っ
て
鮮
明
に
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
と
し
て
「
再
発
見
」
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さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
「
中
国
人
偏
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
養
い
つ
つ
「
国
民
の
精
神
」
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
求
め
た

張
元
済
が
、
『
最
新
修
身
』
に
お
い
て
『
大
学
隠
を
綱
領
と
し
て
掲
げ
た
の
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
張
元
中
が
「
中
国
人
」
の
養
成
を
重
視
し
た
以
上
、
『
最
新
修
身
』
か
ら
は
「
聖
天
下
」
の
段
階
に
位
置
す
る
世
界
に

関
す
る
徳
目
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
「
外
国
の
人
に
遇
う
と
い
え
ど
も
、
ま
た
ま
さ
に
敬
愛
す
べ
し
」
と
、
外
国
人
を
含
む

博
愛
精
神
を
掲
げ
て
い
た
『
蒙
学
課
本
』
（
第
八
一
課
）
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。
孫
文
に
お
い
て
は
「
大
同
の
治
」
を
見
通
し
て
い
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
「
三
民
主
義
」
講
演
当
時
、
「
新
青
年
」
た
ち
が
主
張
し
て
い
た
「
世
界
主
義
」
に
対
し
て
彼
は
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
形
を
変
え
た
帝
国
・
王
義
」
で
あ
り
、
「
虐
げ
ら
れ
た
民
族
が
口
に
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
断
固
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
『
最
新
修
身
』
が

編
纂
さ
れ
た
当
時
も
、
列
強
に
よ
る
侵
略
は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
当
時
の
知
識
人
に
と
っ
て
は
「
救
亡
」
こ
そ
が
時
代
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
、
よ
も
や
「
天
下
を
平
ら
か
に
す
」
な
ど
と
口
に
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
最
新
修
身
』
が
た
と
え
「
修
身
、
斉

家
、
治
国
、
平
天
下
」
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
し
て
も
、
「
天
下
」
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
導
く
「
天
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
「
天
」
「
天
下
」
が
捨
象
さ
れ
、
「
国
」
が
最
上
位
に
置
か
れ
る
と
同
時
に
、
「
身
」
「
家
」
も
そ
れ
そ
の
も
の
が
目
的
化
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
「
国
」
に
従
属
す
る
手
段
へ
と
化
し
て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
『
大
学
』
に
示
さ
れ
る
秩
序
構
造
に
お
い
て
は
、
国
家
と
社
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

分
離
し
て
互
い
に
制
御
し
あ
う
と
い
う
西
洋
流
の
二
元
的
対
立
関
係
は
生
じ
え
な
い
。
つ
ま
り
、
個
人
か
ら
園
家
ま
で
が
同
心
円
的
な
拡
大
と

し
て
一
直
線
に
結
ば
れ
、
堅
牢
な
国
家
主
義
体
制
が
築
か
れ
う
る
の
で
あ
る
。
孫
文
が
講
演
中
、
「
民
権
主
義
」
を
説
き
な
が
ら
も
、
自
由
・

平
等
の
制
限
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
よ
う
に
、
こ
の
構
造
は
個
人
の
権
利
を
抑
制
す
る
よ
う
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
『
最
新
修
身
隔
で
は
、
い
か
に
家
族
の
大
切
さ
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
繰
り
返
し
個
人
の
自
立
が
説
か
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
国

家
へ
と
還
元
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
書
の
第
七
冊
第
一
九
課
「
愛
国
」
は
、
斉
の
田
常
が
魯
を
攻
め
よ
う
と
し
た
際
、
孔
子
が
「
魯
は
父
母

の
国
な
り
。
救
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
子
貢
を
派
遣
し
て
阻
ま
せ
た
と
い
う
故
事
（
『
孔
子
家
語
』
巻
石
、
屈
節
解
）
、
さ
ら
に
公
下
闇
が
楚
の
た
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め
に
兵
器
を
造
っ
て
宋
を
攻
め
よ
う
と
し
た
際
、
墨
子
が
そ
れ
を
阻
ん
だ
と
い
う
故
事
（
『
墨
子
』
巻
一
三
、
公
理
）
の
二
篇
を
本
文
と
し
て
掲

げ
、
そ
れ
を
『
教
授
法
』
で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
　
孔
子
は
魯
の
人
な
り
。
故
に
魯
は
父
母
の
国
と
為
す
。
父
母
の
国
に
し
て
ま
さ
に
人
に
伐
た
れ
ん
と
す
る
は
、
則
ち
父
母
の
ま
さ
に
人
に
殴
ら
れ
ん
と
す

　
　
る
が
如
し
。
急
ぎ
て
こ
れ
を
救
わ
ん
と
思
わ
ざ
る
ぺ
け
ん
や
。
墨
子
は
宋
の
人
な
れ
ば
、
則
ち
宋
は
即
ち
墨
子
の
父
母
の
国
と
為
す
。
そ
の
ま
さ
に
こ
れ

　
　
を
救
う
べ
き
や
、
孔
子
と
同
じ
。
故
に
孔
墨
の
道
同
じ
か
ら
ざ
る
と
い
え
ど
も
、
し
か
れ
ど
も
そ
の
父
母
の
国
を
愛
す
る
は
則
ち
一
な
り
。
今
、
諸
生
は

　
　
み
な
中
国
人
た
れ
ば
、
則
ち
中
国
は
即
ち
諸
生
の
父
母
の
国
な
り
。
こ
の
時
校
に
在
る
は
論
ず
る
無
く
、
た
と
い
異
時
他
国
に
留
学
せ
し
も
、
ま
た
必
ず

　
　
時
時
そ
の
父
母
の
国
を
愛
す
る
を
以
て
心
と
為
し
、
し
か
も
永
久
に
変
わ
ら
ざ
れ
。
こ
れ
を
知
る
者
は
乃
ち
こ
れ
を
国
民
と
謂
う
べ
し
。
乃
ち
こ
れ
を
愛

　
　
国
の
国
民
と
謂
う
べ
し
。

　
習
取
薪
修
身
』
で
は
こ
れ
以
外
に
も
随
所
で
、
こ
う
し
た
国
家
を
家
族
に
な
ぞ
ら
え
る
言
説
、
あ
る
い
は
「
孝
」
を
「
愛
国
」
に
結
び
つ
け

る
言
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
個
人
と
国
家
と
の
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
性
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

同
書
で
は
、
強
固
な
結
合
体
で
あ
っ
た
家
族
を
も
と
に
、
そ
れ
を
国
家
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
「
家
族
国
家
」
観
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
家
観
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
個
人
に
対
し
て
国
家
と
の
運
命
的
と
い
え
る
～
体
感
を
喚
起
し
、
国
家
へ
の
自
発
的
か
つ
無
条
件
の

貢
献
を
促
さ
ず
に
は
い
な
い
。
こ
こ
に
「
国
」
は
も
は
や
朝
廷
の
意
を
超
え
て
、
愛
す
べ
き
自
ら
の
家
族
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ

う
し
た
私
的
領
域
と
公
的
領
域
が
未
分
化
で
一
体
化
し
た
国
家
観
の
も
と
で
は
、
先
述
の
通
り
、
国
家
か
ら
独
立
し
て
私
的
権
利
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
、
市
民
社
会
の
形
成
へ
と
向
け
て
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
確
立
さ
れ
る
余
地
は
生
じ
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
こ
こ
に
、
「
”
ナ
シ
ョ
ナ
ル
”
で
あ
っ
て
も
“
シ
チ
ズ
ン
”
で
は
な
い
」
「
国
民
」
像
が
生
ま
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
商
務
印
書
館
『
最
新
修
身
』
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
同
書
以
降
も
少
な
か
ら
ぬ
修
身
教
科
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も

の
と
し
て
、

　
①
張
継
良
・
吉
永
激
騰
『
初
等
小
学
修
身
豊
本
』
中
国
図
書
公
司
、
全
八
冊
、
光
緒
＝
葦
（
｝
九
〇
七
）
年
初
版
（
以
下
『
修
身
課
恋
）

78　（402）



清末の修身教科書と日本（土屋）

　
②
学
部
編
訳
図
書
局
編
『
初
等
小
学
修
身
教
科
書
』
学
部
、
全
一
〇
冊
、
光
麺
曇
二
年
初
版
（
以
下
櫛
型
教
科
書
㎏
）

　
③
黄
守
孚
・
戴
洪
恒
編
『
小
学
教
科
初
等
修
身
』
集
成
図
書
公
司
、
全
八
冊
、
光
緒
三
四
年
初
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
特
に
有
力
だ
っ
た
の
が
、
商
務
印
書
館
の
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
現
れ
た
中
国
図
書
公
司
の
『
修
身

島
本
』
、
お
よ
び
禅
定
教
科
書
と
な
る
べ
く
学
部
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
修
身
教
科
書
』
で
あ
る
。
も
っ
と
も
先
述
の
通
り
、
当
時
の
『
最

新
修
身
』
の
影
響
力
は
大
き
く
、
後
続
の
教
科
書
は
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
『
最
新
修
身
』
の
多
く
を
踏
襲
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
に
つ
い

て
も
そ
れ
が
あ
て
は
ま
る
。

　
こ
の
点
は
ま
ず
両
者
の
全
体
の
構
成
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
最
新
修
身
』
同
様
、
両
者
と
も
に
徳
目
主
義
に
依
拠
し
て
お
り
、

さ
ら
に
徳
目
の
分
類
に
つ
い
て
も
、
中
国
図
書
公
司
『
修
身
課
本
』
で
は
、
そ
の
教
授
書
『
初
等
小
学
修
身
教
授
本
』
第
一
冊
「
編
集
大
意
」

に
「
学
校
、
家
庭
、
社
会
、
個
人
、
国
昆
」
の
五
項
目
に
も
と
つ
く
旨
が
記
さ
れ
、
学
部
『
修
身
教
科
書
』
も
同
様
に
、
各
滞
に
付
さ
れ
た

「
凡
例
」
で
そ
の
冊
の
ど
の
課
が
「
己
身
」
「
家
庭
」
「
学
堂
」
「
社
会
」
「
国
民
」
の
い
ず
れ
に
対
応
す
る
の
か
が
｝
々
示
さ
れ
て
お
り
、
両
者

と
も
に
全
体
が
こ
の
五
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
『
修
身
課
本
』
の
本
文
が
『
最
新
修
身
』
に
較
べ
て
よ
り
簡
明
に
な
り
、
ま
た
西
洋
の
偉
人
伝
や
創
作
と
思
し

き
例
話
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
依
然
中
国
の
故
事
を
題
材
と
し
た
も
の
が
多
く
を
占
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
強
く

打
ち
出
し
て
い
る
点
『
最
新
修
身
』
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
学
部
『
修
身
教
科
書
』
は
こ
の
点
よ
り
明
瞭
で
あ
り
、
そ
の
宗
旨
に
「
既
に

我
が
三
千
年
の
立
国
の
精
神
を
保
存
せ
ん
こ
と
を
思
い
、
ま
た
近
世
教
育
の
国
罠
の
主
義
に
吻
合
せ
ん
こ
と
を
期
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
、

「
数
千
年
」
の
伝
統
性
を
保
存
し
つ
つ
、
国
民
主
義
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
『
最
新
修
身
』
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ

⑬
た
。　

こ
の
よ
う
に
官
製
教
科
書
で
あ
ろ
う
と
民
間
の
教
科
書
で
あ
ろ
う
と
、
両
者
の
問
に
本
質
的
な
差
異
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
、
一
九
〇
六
年
に
宣
示
さ
れ
た
「
教
育
宗
旨
」
の
筆
頭
に
「
忠
君
」
が
掲
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
清
朝
に
よ
る
教
育
改
革
の
ね
ら
い
は
皇
帝
権
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力
の
強
化
を
柱
と
す
る
王
朝
体
醐
の
維
持
に
あ
っ
た
と
い
え
、
学
部
教
科
書
に
は
こ
う
し
た
清
朝
の
保
守
的
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
『
修
身
教
科
書
』
第
六
冊
第
一
八
課
「
愛
国
」
で
は
、
そ
の
愛
す
べ
き
「
国
」
と
は
、
「
五
千
年

前
」
よ
り
「
世
世
相
い
伝
わ
り
、
以
て
吾
が
身
に
及
ぶ
」
「
中
国
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
個
人
に
対
し
て
運
命
的
・
一
体
的
な
も
の

と
感
じ
さ
せ
る
共
同
体
で
は
あ
っ
て
も
、
も
は
や
狭
く
清
朝
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
「
己
身
」
「
家
庭
」
「
学

堂
」
「
社
会
」
「
国
民
」
と
い
う
構
成
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や
学
部
の
教
科
書
と
い
え
ど
も
「
天
下
」
お
よ
び
「
天
」
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
の
「
国
民
の
主
義
」
が
重
視
さ
れ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
清
朝
に
と
っ

て
自
殺
行
為
と
も
い
え
る
一
大
転
換
を
意
味
し
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
て
「
天
」
「
天
下
」
が
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
は
や

天
子
は
天
子
た
り
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
清
朝
が
「
忠
君
し
を
強
調
し
た
と
し
て
も
、
も
は
や
「
天
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

統
性
を
失
っ
て
、
皇
帝
は
い
か
に
し
て
そ
の
権
威
を
保
て
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
『
最
新
修
身
』
は
、
皇
帝
の
専
制
も
「
国
民
の
公
意
」

を
お
よ
そ
反
映
し
て
い
る
と
し
、
ま
た
噸
修
身
課
本
』
は
「
皇
軍
の
勤
労
は
実
に
人
民
に
百
倍
す
」
と
し
て
、
と
も
に
「
忠
君
偏
を
是
認
し
て

　
　
　
　
　
⑯

い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
は
い
か
に
も
苦
し
い
。
日
本
の
天
皇
の
よ
う
に
「
万
世
一
系
」
と
い
う
神
話
を
掲
げ
、
血
統
に
よ
る
権
威
づ
け
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

え
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
異
民
族
王
朝
で
三
〇
〇
年
の
歴
史
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
清
朝
の
皇
帝
が
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
か
と
い

っ
て
立
憲
制
の
よ
う
な
世
俗
の
君
主
と
し
て
の
権
力
の
正
当
化
根
拠
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
清
朝
は
、
結
局
、
権
威
の
積

極
的
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
そ
の
終
焉
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

80 （404）

①
「
南
海
康
先
生
伝
偏
（
一
九
〇
一
）
、
今
『
飲
前
室
文
集
腕
輪
、
六
六
頁
。

②
『
奏
定
学
務
綱
要
臨
、
門
採
用
各
学
堂
講
義
及
私
家
所
纂
教
科
書
」
等
。
当
時
の

　
検
定
制
度
に
つ
い
て
は
前
掲
咽
中
国
近
代
教
科
書
発
展
研
究
匝
一
五
八
～
一
九
〇

　
頁
が
詳
し
い
。
な
お
「
欽
定
学
堂
章
程
」
発
布
後
に
も
、
ひ
と
ま
ず
京
師
大
学
堂

　
に
よ
っ
て
各
学
堂
の
暫
胴
教
科
書
が
示
さ
れ
て
い
る
（
『
暫
定
各
学
堂
応
用
書

　
目
』
京
師
大
学
堂
刊
本
、
光
緒
二
八
（
一
九
〇
二
〉
年
）
。
た
だ
し
こ
こ
で
門
修

　
身
倫
理
扁
の
教
材
と
さ
れ
た
の
は
、
中
等
教
育
以
上
の
翻
訳
教
科
書
を
除
く
と
古

　
典
ば
か
り
で
、
こ
の
段
階
で
は
い
ま
だ
新
た
な
教
材
編
纂
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た

　
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
字
課
作
文
」
教
材
の
ひ
と
つ
に
は
無
錫
三
等
公
学
噸
蒙
学

　
読
本
全
書
隔
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
同
害
は
修
身
教
材
も
含
む
が
、
こ
れ
に
つ
い

　
て
は
後
述
。

③
学
部
四
学
部
第
一
次
審
定
初
等
小
学
暫
用
書
目
』
、
光
緒
三
二
（
｝
九
〇
六
）
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年
。
書
誌
の
記
載
は
①
②
は
原
本
（
第
【
冊
）
に
よ
り
、
③
④
は
学
部
同
書
所
収

　
の
「
提
要
」
な
ら
び
に
前
掲
「
教
科
書
之
発
刊
概
況
扁
に
拠
っ
た
。
①
は
別
に

　
明
最
新
修
身
教
科
書
謡
全
　
○
冊
、
光
繕
三
一
年
一
〇
月
初
版
が
あ
る
が
、
内
容

　
上
の
異
同
は
な
い
。

④
　
前
掲
蒋
維
喬
「
編
輯
小
学
教
科
轡
之
垂
幕
偏
。

⑤
圧
家
熔
「
藥
元
蒸
和
商
務
印
書
館
」
（
『
商
務
斑
猫
館
九
十
年
』
商
務
印
書
館
、

　
一
九
八
七
）
、
前
掲
仲
玉
英
「
試
熱
熱
元
済
主
編
的
槻
最
新
修
身
教
科
書
輪
」
。
ま

　
た
槻
商
務
印
書
館
史
書
陰
録
（
｝
八
九
七
～
一
九
四
九
）
臨
（
商
務
印
書
館
、
一
九

　
八
一
）
附
録
の
「
商
務
印
書
館
歴
年
出
版
小
学
教
科
轡
概
況
」
（
一
九
三
五
）
は
、

　
『
最
新
修
身
臨
を
張
半
済
編
と
し
て
い
る
。

⑥
張
元
済
「
答
友
入
問
学
堂
事
書
」
、
『
教
育
世
界
一
第
二
〇
号
、
｝
九
〇
二
。
な

　
お
『
張
夏
蝉
詩
文
』
（
商
務
印
書
館
、
｝
九
八
六
）
も
こ
れ
を
収
録
す
る
が
、
字

　
句
・
句
読
に
誤
り
が
あ
る
。

⑦
「
原
料
」
、
今
王
亭
主
編
『
厳
復
集
』
（
中
華
書
局
、
｝
九
八
六
）
第
【
慨
、
六

　
頁
。

⑧
『
倫
理
教
科
書
』
第
一
冊
第
一
諜
、
『
叢
論
叔
遺
書
臨
所
収
。

⑨
槻
孫
中
山
全
集
憾
（
中
華
書
面
、
一
九
八
六
）
第
九
巻
、
二
四
七
頁
。
な
お

　
『
大
学
撫
八
条
欝
の
近
代
的
意
義
お
よ
び
そ
の
孫
文
思
想
と
の
関
連
を
説
く
も
の

　
と
し
て
、
島
田
慶
次
「
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」
、
同
「
孫
文
の
儒
教
宣

　
揚
の
動
機
論
を
め
ぐ
っ
て
し
（
今
と
も
に
同
噸
隠
者
の
尊
重
一
中
国
の
歴
史
哲

　
学
一
臨
筑
摩
書
房
、
…
九
九
七
）
参
照
。

⑩
前
掲
『
孫
中
山
全
集
撫
、
二
二
三
、
二
二
六
頁
。

⑪
村
田
雄
二
郎
「
二
〇
世
紀
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
申
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（
西

　
促
成
雄
編
『
現
代
中
国
の
構
造
変
動
　
3
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
歴
史
か
ら
の

　
接
近
臨
東
京
大
学
出
版
会
、
一
一
〇
〇
〇
）
、
四
七
頁
。

⑫
初
版
の
出
版
年
に
つ
い
て
は
翌
暁
の
第
一
冊
が
欠
本
の
た
め
、
前
掲
「
教
科
書

　
之
発
刊
概
況
一
お
よ
び
他
の
冊
（
教
授
書
を
含
む
）
の
記
載
に
拠
っ
た
。
②
は

　
『
初
等
小
学
修
身
教
科
書
臨
（
一
九
〇
七
）
と
噸
初
等
小
学
堂
五
年
完
全
科
修
身

　
教
科
書
』
（
一
九
〇
九
）
の
二
種
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
【
九
〇
九
年
の
初
等
小
学

　
堂
章
程
の
改
測
で
五
年
制
の
完
全
科
と
三
年
あ
る
い
は
四
年
制
の
簡
易
科
の
区
分

　
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
両
者
の
内
容
は
筆
者
が
対
照
し
え
た
隈
り
大
き
な

　
異
同
も
な
く
、
こ
こ
で
は
前
者
で
代
表
さ
せ
て
お
く
。
な
お
詞
書
の
編
者
は
董
瑞

　
椿
で
あ
る
（
「
学
部
編
訳
図
書
局
備
覧
」
、
『
学
部
窟
強
磁
第
六
九
期
、
一
九
〇
八
）
。

　
な
お
③
は
教
授
書
で
あ
る
『
小
学
教
科
初
等
修
身
教
授
案
』
が
現
存
す
る
の
み
で
、

　
教
科
書
そ
の
も
の
は
未
見
。
よ
っ
て
正
確
な
名
称
は
不
明
。

⑬
門
奏
頒
布
初
等
小
学
教
科
書
摺
」
、
『
学
部
宮
報
撫
第
＝
三
期
、
一
九
〇
九
。

　
な
お
学
部
は
中
国
図
省
公
司
門
修
身
課
本
』
の
検
定
に
際
し
、
教
授
本
門
編
輯
大

　
意
」
中
の
「
際
此
時
代
、
覇
道
徳
未
成
、
旧
道
徳
巴
喪
」
と
い
う
記
述
を
「
不
知

　
道
徳
古
今
唯
一
、
並
無
所
謂
新
旧
」
と
激
し
く
批
判
し
、
改
正
を
命
じ
て
い
る

　
（
「
上
海
中
国
図
書
公
司
呈
初
等
小
学
修
身
教
授
本
島
課
本
終
審
定
批
」
、
同
前
第

　
一
〇
七
期
、
一
九
〇
九
）
。
こ
の
こ
と
は
学
部
が
よ
り
【
層
伝
統
性
を
重
視
し
て

　
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

⑭
「
請
陳
教
育
宗
旨
摺
」
、
『
学
部
奏
盗
輯
要
嚇
巻
一
。
な
お
「
教
育
宗
旨
」
で
は
、

　
「
忠
君
」
以
下
、
「
尊
孔
偏
「
尊
公
」
門
尚
武
」
「
尚
実
」
が
掲
げ
ら
れ
る
。

⑮
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
「
天
」
に
も
と
つ
く
君
権
の
清
末
立
憲
運
動
中
に

　
お
け
る
変
質
を
説
く
村
田
雄
二
郎
「
中
國
皇
帝
と
天
皇
一
一
つ
の
比
較
視
座

　
一
」
（
山
内
語
誌
・
増
田
一
夫
・
村
田
雄
二
郎
編
噸
帝
国
と
は
何
か
蝕
岩
波
轡

　
店
、
一
九
九
七
）
参
照
。

⑯
『
教
授
法
漏
第
八
冊
第
一
八
課
「
守
法
」
で
は
、
特
に
「
注
意
」
と
い
う
項
目

　
を
設
け
て
、
「
尊
卑
政
体
、
其
立
法
権
難
在
政
府
、
然
政
府
亦
大
抵
採
国
民
之
公

　
好
摩
悪
而
定
之
、
故
亦
不
至
大
悸
於
国
民
之
公
図
扁
と
注
記
し
、
苦
し
い
表
現
な

　
が
ら
皇
帝
に
よ
る
専
制
を
認
め
て
い
る
。
『
修
身
課
本
睡
に
つ
い
て
は
『
初
等
小

　
学
修
身
教
授
本
』
第
四
斎
場
十
皿
課
「
愛
君
」
。
な
お
学
部
糊
修
身
教
科
書
㎏
に

　
つ
い
て
は
、
筆
者
が
臼
に
し
え
た
第
六
冊
ま
で
に
翼
主
に
つ
い
て
の
徳
目
を
見
出
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す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
「
教
育
宗
旨
漏
に
門
忠
君
偏
を
う
た
っ
た
以
上
、

　
そ
れ
が
教
科
書
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

⑰
　
前
掲
学
部
「
黒
歯
教
育
宗
旨
摺
」
に
は
、
「
日
本
之
教
育
所
切
実
表
彰
者
、
万

　
世
一
系
之
皇
統
而
已
。
我
朝
深
仁
潭
沢
、
漸
被
歴
数
百
年
」
と
見
え
る
。
の
ち
｝

　
九
〇
八
年
に
示
さ
れ
た
門
憲
法
大
綱
偏
で
は
、
「
大
清
皇
帝
統
治
大
清
帝
国
、
万

世
　
系
、
・
水
永
尊
戴
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
（
故
宮
博
物
院
明
清
楷
案
部
編
『
清
末

簿
備
立
憲
楷
案
史
料
臨
中
華
書
局
、
…
九
七
九
、
上
底
、
五
八
頁
）
、
」
九
＝

年
の
「
君
主
立
憲
重
要
信
条
」
で
は
「
大
竃
韓
国
皇
統
万
激
不
易
」
と
改
め
ら
れ

て
お
り
（
同
前
、
皿
〇
二
頁
）
、
こ
の
点
の
表
現
に
苦
心
し
た
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
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三
　
清
末
の
修
身
教
科
書
と
明
治
日
本

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
戊
戌
変
法
期
か
ら
光
緒
新
政
期
へ
と
い
た
る
過
程
で
、
修
身
教
科
書
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
強
く
打
ち
出

す
も
の
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
当
時
切
実
に
「
救
亡
」
が
希
求
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
し
よ

う
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
「
救
亡
」
に
具
体
的
な
か
た
ち
を
与
え
る
契
機
も
ま
た
必
要
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
以
下
で
は
そ
の
契
機
を
、

光
環
新
政
に
圧
倒
的
影
響
を
与
え
た
明
治
日
本
と
の
関
係
の
な
か
に
探
っ
て
み
た
い
。
こ
こ
か
ら
清
末
教
科
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
の
由
来

を
よ
り
広
い
角
度
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　
日
本
の
修
身
教
科
書
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
発
布
に
前
後
し
て
、
箕
作
麟
点
訳
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
（
一
八
七
一
）
、
福
沢
諭
吉

訳
『
童
蒙
教
草
』
（
一
八
七
二
）
と
い
っ
た
開
化
・
啓
蒙
的
性
格
の
強
い
翻
訳
教
科
書
が
登
場
し
た
こ
と
で
そ
の
幕
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
こ
う

し
た
翻
訳
教
科
書
の
時
代
は
長
く
続
か
ず
、
急
速
な
欧
化
風
潮
の
反
動
と
し
て
侍
講
元
田
永
孚
の
起
草
に
よ
る
「
教
学
大
旨
し
（
一
八
七
九
）
が

下
さ
れ
る
と
、
道
徳
の
学
は
孔
子
を
主
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
以
後
元
田
の
編
纂
に
よ
る
宮
内
省
『
幼
学
綱
要
』
（
一
八
八
一
）
や
文
部
省
『
小

学
修
身
書
』
（
一
八
八
三
）
に
代
表
さ
れ
る
儒
教
主
義
教
科
書
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
の
ち
～
八
八
六
年
に
は
、
時
の
文

相
森
有
礼
に
よ
っ
て
国
家
主
義
的
立
場
か
ら
の
教
育
改
革
が
断
行
さ
れ
、
教
科
書
は
検
定
制
の
時
代
へ
と
進
み
、
一
八
九
〇
年
に
は
こ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
家
主
義
的
趨
勢
と
儒
教
主
義
的
趨
勢
が
合
流
す
る
か
た
ち
で
「
教
育
勅
語
」
（
以
下
「
勅
語
」
）
が
換
発
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
「
勅
語
」
は
井
上
毅
、
元
田
永
孚
、
中
村
正
直
の
三
者
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
起
草
段
階
で
「
天
」
「
神
」
を
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人
倫
の
柱
と
す
る
中
村
案
が
ま
ず
却
下
さ
れ
、
次
に
儒
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
元
田
案
も
直
接
的
な
採
択
に
は
い
た
ら
ず
、
最
終
的
に
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

上
の
「
国
体
」
を
教
育
の
根
幹
と
す
る
案
を
ベ
ー
ス
に
、
元
田
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
成
立
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
勅

語
」
は
、
中
村
案
に
よ
る
啓
蒙
主
義
的
徳
育
観
を
排
除
し
、
井
上
の
国
家
主
義
的
徳
育
観
を
も
と
に
、
元
田
の
儒
教
主
義
的
徳
育
観
を
組
み
込

ん
だ
上
で
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
勅
語
」
の
公
式
注
釈
書
と
い
え
る
井
上
哲
次
郎
『
勅
語
老
鴬
』
（
｝
八
九
～
）
が
、
「
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

語
」
の
要
諦
を
端
的
に
「
孝
悌
患
信
、
共
同
愛
国
ノ
主
義
」
と
し
た
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
儒

教
主
義
と
国
家
主
義
の
融
合
こ
そ
が
、
井
上
に
よ
っ
て
「
国
君
ノ
臣
民
二
等
ケ
ル
、
猶
ホ
父
母
ノ
子
孫
二
於
ケ
ル
が
如
シ
、
即
チ
一
国
ハ
～
家

ノ
拡
充
セ
ル
モ
ノ
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
儒
教
的
家
族
倫
理
を
国
家
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
「
家
族
国
家
」
観
を
「
勅
語
」
に
賦
与
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
「
勅
語
」
の
「
家
族
国
家
」
的
性
格
は
、
清
末
の
修
身
教
科
書
の
特
徴
的
性
格
を
す
で
に
表
現
し
て
い
よ
う
が
、
「
勅
語
」
面
心
以
降

の
日
本
の
教
科
書
を
さ
ら
に
見
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
清
末
教
科
書
に
与
え
た
影
響
を
よ
り
は
つ
き
り
と
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
井
上
頼
囲

『
尋
常
小
学
修
身
書
』
（
一
八
九
三
年
再
版
）
教
師
用
書
巻
一
の
例
言
は
、
「
勅
語
」
二
番
以
降
の
多
く
の
修
身
教
科
書
に
共
通
す
る
特
徴
的
な
編

纂
方
針
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
本
書
編
纂
ノ
要
綱
ハ
。
…
…
勅
語
ノ
順
序
ヲ
追
ヒ
。
道
徳
ノ
部
類
ヲ
分
チ
。
尚
ホ
教
則
大
綱
第
二
条
二
示
サ
レ
タ
ル
八
箇
ノ
モ
ノ
ヲ
標
準
ト
シ
。
又
之
ヲ

　
　
区
別
シ
テ
。
実
習
二
適
切
ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
。
例
ヘ
バ
。
自
己
二
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
。
勤
学
、
開
智
、
恭
倹
、
誠
実
、
勇
気
及
ビ
摂
生
ノ
類
ヲ
掲
ゲ
。
家
族

　
　
二
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
。
孝
悌
、
友
愛
、
信
実
、
及
ビ
仁
慈
ノ
類
ヲ
掲
ゲ
。
国
家
二
対
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
。
忠
節
、
愛
国
、
義
勇
及
ビ
遵
法
ノ
類
ヲ
掲
ゲ
。
社

　
　
会
二
対
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
。
公
益
、
博
愛
、
交
際
、
礼
敬
、
尊
師
及
ビ
廉
恥
ノ
類
ヲ
掲
グ
ル
が
如
シ
。
而
シ
テ
毎
巻
。
之
ヲ
平
等
二
配
置
シ
。
一
方
二
偏
僑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
セ
シ
メ
ザ
ル
ニ
注
意
セ
リ
。

　
こ
の
よ
う
に
「
勅
語
」
以
降
の
日
本
の
修
身
教
科
書
は
、
「
勅
語
」
の
「
孝
」
「
友
」
に
始
ま
り
「
義
勇
」
に
い
た
る
各
徳
目
、
お
よ
び
「
勅

語
」
を
受
け
て
公
布
さ
れ
た
「
小
学
校
教
則
大
綱
」
（
一
八
九
一
）
に
示
さ
れ
る
徳
目
（
孝
悌
、
友
愛
、
仁
慈
、
信
実
、
礼
敬
、
義
勇
、
恭
倹
、
尊
王

83　（407）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

愛
国
）
に
依
拠
し
た
「
徳
目
・
王
義
」
に
よ
る
も
の
が
多
く
を
占
め
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
徳
目
が
「
自
己
」
「
家
族
」
「
社
会
」
「
国
家
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
、
各
巻
毎
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
、
清
末
の
修
身
教
科
書
に
見
ら
れ
た
特
徴
を
す
で
に
備
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
「
天
」
を
捨
象
し
て
「
国
」
を
頂
点
と
す
る
清
末
の
修
身
教
科
書
の
ル
ー
ツ
は
、
他
で
も
な
く
こ
こ
に
存
在
し
て
い
た
の
で

　
⑦

あ
る
。

　
さ
て
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
示
す
通
り
、
日
清
戦
争
の
結
宋
は
、
中
国
の
知
識
人
に
深
い
衝
撃
と
と
も
に
日
本
へ
の
関
心
を
惹
き
起
こ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

以
後
、
翻
訳
書
、
留
学
、
視
察
団
の
派
遣
、
お
雇
い
教
習
等
を
通
じ
て
、
両
者
の
関
係
は
次
第
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
こ

の
流
れ
は
い
つ
き
に
加
速
し
、
当
時
の
清
朝
に
よ
る
教
育
改
革
に
は
明
治
日
本
の
教
育
体
系
が
巨
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
修

身
教
科
書
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
中
国
の
教
科
書
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
の
影
響
が
た
ん
に
技
術

的
・
制
度
的
側
面
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
勅
語
」
と
い
う
近
代
日
本
の
精
神
的
支
柱
ま
で
も
が
、
修
身
教
科
書
を
媒
介
と
し
な

が
ら
清
末
の
教
育
に
影
を
落
と
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
教
科
書
が
中
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
早
い
例
で
、
今
日
確
認
で
き
る
も
の
に
は
、
康
有
為
の
『
日
本
書
目
志
』
（
一
八
九
七
）
が
あ
る
。

同
書
は
膨
大
な
数
の
日
本
書
を
収
録
す
る
も
の
で
、
特
に
教
育
関
係
の
書
籍
を
集
め
た
巻
十
「
教
育
門
」
に
は
、
彼
が
分
類
す
る
「
修
身
書
小

学
校
用
扁
だ
け
に
限
っ
て
も
一
一
〇
点
を
著
録
し
て
い
た
。
そ
の
規
模
は
日
本
の
教
科
書
が
中
国
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い

が
、
し
か
し
、
ま
も
な
く
し
て
変
法
運
動
は
潰
え
、
康
有
為
が
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
か
で
、
こ
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
教
科
書
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
中
国
で
の
教
科
書
編
纂
に
反
映
さ
れ
た
様
子
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
述
の
『
農
学
青
本
』
に
し
て
も
、
日
本
の
教
科
書
か
ら
の
影

響
は
特
に
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
欧
米
の
宣
教
師
か
ら
の
影
響
が
強
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
教
科
書
へ
の
関
心
が
本
格
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
の
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
光
緒
新
政
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
日
本
の
教
科
書
に
大
き
く
着
目
し
た
最
初
の
人
物
は
羅
振
旦
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
一
年
に
中
国
で
最
初
の
教
育
専

門
雑
誌
『
教
育
世
界
』
を
創
刊
し
、
そ
こ
で
日
本
の
教
育
法
令
や
教
育
関
係
書
籍
の
翻
訳
を
多
数
掲
載
し
て
、
日
本
の
教
育
制
度
導
入
に
先
鞭
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◎

を
つ
け
た
。
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
張
之
洞
お
よ
び
劉
坤
一
の
要
請
を
受
け
た
彼
は
、
教
科
書
の
蒐
集
・
視
察
を
目
的
と
し
た
二
か
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
わ
た
る
日
本
へ
の
考
察
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
彼
の
考
察
日
記
に
よ
れ
ば
、
教
科
書
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
文
部
省
編
集
局
長
、
台
湾
総
督
府

初
代
学
務
部
長
を
歴
任
し
、
当
時
国
定
修
身
教
科
書
の
調
査
委
員
も
務
め
て
い
た
伊
沢
修
二
と
の
往
来
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
時
の
様

子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
雑
題
と
と
も
に
伊
沢
鴛
を
回
拝
す
。
伊
沢
君
ま
た
詳
ら
か
に
訳
書
の
事
を
論
ず
。
意
、
中
日
の
力
を
合
し
て
、
教
科
書
を
封
印
し
、
而
し
て
板
権
の
法
制

　
　
を
定
め
ん
こ
と
を
欲
す
。
並
び
に
教
科
書
十
四
種
を
出
だ
し
て
見
親
し
、
た
め
に
慧
え
ら
く
、
中
国
の
外
国
語
を
習
う
は
、
東
文
や
や
簡
易
な
り
、
日
本
、

　
　
近
来
要
書
ほ
ぼ
備
わ
り
、
径
を
取
る
に
尤
も
捷
し
、
西
文
は
則
ち
数
年
の
内
に
能
く
精
通
す
る
所
に
非
ず
、
と
。
並
び
に
言
え
ら
く
、
今
田
遽
か
に
道
徳

　
　
教
育
を
忘
節
す
べ
か
ら
ず
、
将
来
中
学
校
以
上
、
『
孝
経
』
『
論
語
駈
唖
孟
子
』
を
講
じ
、
然
る
後
に
可
憐
に
及
ぶ
を
必
ず
、
と
。
そ
の
言
極
め
て
理
致
あ

　
　
⑬

　
　
り
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
伊
沢
は
羅
寒
湿
訪
日
の
翌
年
に
泰
東
同
文
局
を
設
立
し
、
以
後
約
一
〇
年
間
に
二
〇
種
に
及
ぶ
中
国
向
け
教
科
書
を
出
版
し
て
い
る
。
清
末

の
教
科
書
に
日
本
か
ら
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
要
因
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
伊
沢
を
始
め
と
す
る
日
本
の
教
育
界
が
、
中
国
の
教
育
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

業
に
き
わ
め
て
「
協
力
」
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
伊
沢
が
道
徳
教
育
の

重
要
性
を
説
き
、
儒
教
経
典
の
教
授
を
強
く
勧
め
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
伊
沢
に
よ
る
提
言
は
羅
振
起
に
強
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
、
晩

年
に
記
さ
れ
た
回
想
記
中
で
特
に
こ
れ
を
振
り
返
り
、
伊
沢
の
「
新
智
は
も
と
よ
り
当
に
啓
荒
す
べ
き
も
、
国
粋
務
め
て
宜
し
く
保
存
す
べ

し
」
と
い
う
提
言
に
、
「
哀
深
く
そ
の
言
に
服
す
」
と
あ
ら
た
め
て
記
し
、
さ
ら
に
張
之
洞
に
よ
る
「
奏
定
学
堂
章
程
」
の
読
経
科
増
設
に
影

響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
自
身
も
『
教
育
世
界
』
に
論
文
を
掲
載
し
て
「
国
粋
保
存
」
を
鼓
吹
し
、
た
め
に
こ
の
四
字
が
一
時
に
衆
口
に
の
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
た
、
と
ま
で
記
し
て
い
る
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
伊
沢
の
提
言
は
そ
も
そ
も
何
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
伊
沢
の
経
歴
を
も
う
少
し
振
り
返
る
な
ら

ば
、
彼
は
か
つ
て
よ
り
国
家
教
育
省
を
組
織
し
、
「
勅
語
」
の
普
及
に
取
り
組
む
と
い
う
国
家
主
義
教
育
の
有
力
な
推
進
者
と
し
て
知
ら
れ
て
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お
り
、
ま
た
一
八
九
六
年
か
ら
は
台
湾
総
督
府
の
学
務
部
長
と
し
て
、
儒
教
主
義
に
も
と
つ
く
徳
育
を
台
湾
に
施
し
、
漢
訳
の
「
勅
語
」
を
頒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

布
し
て
、
「
不
知
不
識
の
間
に
同
一
国
に
化
」
す
、
と
い
う
植
民
地
教
育
を
行
う
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
伊
沢
の
背
景
を
併
せ
て
考
え
て

み
れ
ば
、
先
の
羅
振
玉
へ
の
提
言
も
そ
の
意
図
が
あ
る
程
度
理
解
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
儒
教
経
典
の
教
授
に
せ
よ
国
粋
の
保
存
に
せ
よ
、
伊

沢
の
意
図
は
「
勅
語
」
の
精
神
を
中
国
に
も
扶
植
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
っ
て
儒
教
主
義
に
よ

る
教
育
を
台
湾
で
推
進
し
よ
う
と
し
た
伊
沢
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
教
育
勅
語
の
一
部
分
と
い
ふ
も
の
は
、
今
日
迄
台
湾
に
行
わ
れ
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

所
の
儒
教
に
雷
う
て
居
る
所
と
、
殆
ん
ど
同
じ
御
主
意
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
点
に
関
し
て
、
羅
骨
導
が
帰
国
後
『
教
育
世
界
』
に
掲
載
し
た
論
文
「
学
制
私
議
」
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
論
文
は
羅
厚
身
が

教
育
改
革
の
方
針
を
示
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
ま
ず
教
育
の
宗
旨
と
し
て
、
①
義
務
教
育
の
普
及
、
②
儒
教
主
義
を
守
り
、
学
と
教
を
合

～
さ
せ
る
、
③
本
国
の
言
語
を
主
と
し
、
外
国
語
を
補
助
と
す
る
、
の
三
点
を
掲
げ
、
さ
ら
に
教
科
書
に
つ
い
て
、
①
「
聖
諭
広
訓
」
を
修
身

道
徳
の
綱
領
と
す
る
、
②
四
書
五
経
を
小
中
大
学
に
配
布
し
、
小
学
四
年
以
降
順
次
経
書
を
授
け
る
、
③
各
科
の
教
科
書
は
日
本
の
教
科
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

藍
本
と
す
る
、
の
三
点
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
「
国
粋
保
存
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
措
き
、
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
聖
諭
広
訓
」
を
修
身
教
育
の
綱
領
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
聖
幅
広
訓
」
は
、
の
ち
の
「
欽
定
学
堂
章
程
」

お
よ
び
「
奏
定
学
堂
章
程
」
に
お
い
て
も
、
教
習
・
学
生
が
そ
れ
を
遵
奉
し
、
毎
月
朔
に
礼
堂
で
宣
配
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
お
り
、
羅
半
玉

以
降
、
清
朝
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
聖
早
々
訓
」
は
、
黒
々
帝
以
降
、
清
代
の
科
挙
体
制
の
な
か
で
長
く

遵
奉
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
新
学
制
の
な
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
重
罪
玉
は
、

た
ん
に
こ
う
し
た
伝
統
の
延
長
と
し
て
「
聖
諭
聖
訓
」
を
重
視
し
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
聖
諭
聖

訓
」
の
位
置
づ
け
に
は
、
日
本
の
「
勅
語
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
つ
ま
り
羅
振
玉
の
こ
の
提
起
も
、
「
勅
語
」
を
意
識
し
た
上

で
な
さ
れ
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
こ
の
背
後
に
も
伊
沢
か
ら
の
影
響
が
潜
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う

の
も
伊
沢
は
、
「
勅
語
」
に
な
ぞ
ら
え
る
か
た
ち
で
、
「
聖
諭
広
訓
」
を
教
科
書
の
綱
領
と
す
る
よ
う
実
際
に
中
国
側
に
薦
め
て
い
た
か
ら
で
あ
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る
。
す
な
わ
ち
、
羅
登
高
の
訪
日
か
ら
ほ
ぼ
一
年
後
に
、
同
じ
く
張
之
洞
の
派
遣
で
日
本
を
訪
れ
た
纒
茎
孫
と
面
会
し
た
伊
沢
は
、
彼
の
倫
理

書
の
編
纂
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
日
本
の
教
科
書
が
「
勅
語
」
の
徳
目
に
従
い
、
そ
の
下
に
歴
史
や
時
事
を
材
料
に
論
じ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
紹
介
し
た
上
で
、
「
中
国
に
聖
論
広
訓
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
て
以
て
書
を
成
す
は
や
や
易
し
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

伊
沢
も
「
勅
語
」
を
そ
の
ま
ま
中
国
側
に
薦
め
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
い
わ
ば
そ
の
代
用
と
し
て
提
起
し
た
も
の
が
「
選
評
難
訓
」
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
実
際
は
前
章
で
見
た
通
り
、
「
聖
諭
広
訓
」
が
修
身
教
科
書
の
綱
領
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
科
挙
体
制
下
で
用
い

ら
れ
て
き
た
「
聖
諭
広
訓
」
が
、
「
勅
語
」
の
も
つ
儒
教
主
義
と
国
家
主
義
の
両
側
面
の
う
ち
、
前
者
を
よ
く
体
現
で
き
た
と
し
て
も
、
「
患

君
」
も
「
愛
国
」
も
謳
わ
な
い
そ
れ
に
よ
っ
て
は
、
後
者
を
体
現
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
で
「
勅
語
」
か
ら
の
影
響
が

途
絶
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
勅
語
」
は
ま
た
姿
を
変
え
て
清
末
の
修
身
教
科
書
に
影
を
落
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
、
日
本
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
た
最
初
の
教
科
書
と
い
え
る
無
錫
三
等
公
学
『
蒙
学
読
本
全
書
』
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
『
蒙
学
読
本
全
書
』
は
一
九
〇
二
年
に
文
明
書
局
よ
り
出
版
さ
れ
、
光
受
継
政
の
初
期
に
影
響
力
を
も
っ
た
教
科
書
で
あ
る
。
同
書
に
は
随

所
に
日
本
の
教
科
書
へ
の
言
及
が
あ
り
、
日
本
か
ら
の
影
響
は
明
瞭
で
あ
る
。
同
書
は
修
身
教
科
書
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
七
編
の
う

ち
第
四
編
全
八
二
課
が
修
身
教
材
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
修
身
部
分
の
綱
領
と
さ
れ
た
の
が
『
論
語
』
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
論
語
』
学
而
篇
の
一
節
、
「
子
曰
く
、
弟
子
、
入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
、
謹
ん
で
信
、
早
く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親
づ
き
、
行

い
て
余
力
有
ら
ば
、
則
ち
以
て
文
を
学
べ
」
に
依
拠
し
て
、
各
課
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
「
弟
子
入
則
孝
」
と
掲
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
第
一
課
「
父
母
」
、
第
二
課
「
伯
叔
父
母
」
等
と
「
孝
」
に
関
連
す
る
例
話
が
配
さ
れ
、
次
に
「
出
講
弟
」
と
掲
げ
ら
れ
、
こ
こ

に
も
同
様
に
「
弟
」
に
関
連
す
る
例
話
が
配
さ
れ
る
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。

　
で
は
こ
う
し
た
特
微
は
、
日
本
の
教
科
書
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
編
の
前
言
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
明
確

に
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
に
『
論
語
』
弟
子
～
章
を
以
て
、
こ
れ
を
愛
し
て
綱
と
為
す
。
先
に
こ
れ
を
演
ぶ
る
に
尋
常
の
浅
海
を
以
て
し
、
後
に
綴
る
に
歴
史
故
事
を
以
て
す
。

　
　
日
本
各
学
校
修
身
の
訓
え
は
、
教
育
勅
語
を
以
て
本
と
為
し
、
そ
の
義
を
響
き
て
以
て
条
目
と
為
す
。
こ
の
編
ほ
ぼ
そ
の
例
を
師
と
す
。

　
す
な
わ
ち
、
同
盟
の
構
成
こ
そ
が
日
本
の
修
身
教
科
書
に
範
を
と
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
勅
語
」
漢
発
後
に
、
「
勅

語
」
本
文
に
緊
密
に
沿
う
構
成
を
も
っ
た
徳
目
主
義
教
科
書
が
多
く
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、
同
書
は
そ
れ
に
倣
い
、
「
勅

語
」
に
替
え
て
『
論
語
』
を
綱
領
と
し
て
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
書
は
、
「
聖
諭
広
訓
」
で
は
な
く
『
論
語
』
を
「
勅
語
」
の
代
用
と

し
て
採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
「
聖
書
義
訓
」
同
様
、
こ
の
『
論
語
』
の
一
節
も
国
家
主
義
的
内
容
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
以
後
の
修
身
教
科
書
で
こ
れ
が

再
び
綱
領
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
さ
ら
な
る
別
の
綱
領
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
新
た
に
「
発
見
」
さ
れ
た
綱
領
こ
そ
が
、
噛
最
新
修
身
』
の
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
そ
も
そ
も
『
最
薪
修
身
』
の
編
纂
に
は
、
日
本
人
に
よ
る
直
接
の
協
力
が
あ
っ
た
。
～
八
九
七
年
創
業
の
商
務
印
書
館
は
、
一
九
〇
三
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ら
約
一
〇
年
間
、
当
時
日
本
の
教
科
書
出
版
の
大
手
で
あ
っ
た
金
港
堂
と
合
弁
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
先
述
の
通
り
、
『
最
新
修

身
』
は
主
に
感
量
済
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
奥
付
に
は
編
纂
が
商
務
印
書
館
露
訳
所
、
校
訂
者
が
張
重
藤
、
藥
丘
上
、
高

鳳
謙
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
「
商
務
印
書
面
詰
訳
所
」
の
具
体
的
構
成
員
で
あ
る
。
こ
の
編
訳
所
は
一
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、
当
時
の
状
況
を
よ
く
示
す
蒋
避
寒
の
『
編
輯
小
学
教
科
書
之
回
憶
』
に
よ
れ
ば
、
同
所
は
所
長
三
元
済
の
も
と
、

「
合
議
制
」
に
も
と
づ
い
て
編
纂
の
「
根
本
計
画
」
が
練
ら
れ
た
と
い
う
。

　
　
所
謂
根
本
の
計
画
と
は
何
か
。
当
時
編
輯
に
参
加
し
た
者
は
張
元
済
、
高
鳳
謙
、
蒋
維
喬
、
荘
愈
等
で
、
ほ
ぼ
円
卓
会
議
の
よ
う
に
し
て
、
全
員
が
一
つ

　
　
ず
つ
原
則
を
出
し
あ
い
、
討
論
の
価
値
が
あ
る
と
皆
が
認
め
る
も
の
に
は
、
互
い
に
詳
細
に
議
論
し
、
一
つ
の
原
則
の
た
め
に
半
臼
あ
る
い
は
ま
る
一
日

　
　
議
論
し
て
よ
う
や
く
決
着
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
徹
底
的
な
議
論
の
末
に
、
『
最
薪
修
身
』
に
つ
い
て
も
そ
の
基
本
的
な
体
裁
や
内
容
に
つ
い
て
の
計
画
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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で
は
、
そ
の
「
根
本
計
画
」
を
討
議
し
た
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
蒋
維
喬
は
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
そ
れ
を
「
張
元
済
、
高
鳳
謙
、
蒋
維
喬
、

荘
禽
等
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
上
海
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
線
維
喬
自
筆
の
『
編
輯
小
学
教
科
書
之
回
春
』
稿
本
に
よ
れ
ば
、
彼
は
こ

の
点
を
よ
り
明
確
に
述
べ
て
い
た
。
該
当
箇
所
を
原
文
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
所
謂
根
本
之
計
画
唯
侮
？
当
時
之
参
加
編
輯
者
、
有
黙
認
済
、
高
鳳
謙
、
蒋
一
跨
、
荘
愈
、
長
尾
、
小
谷
重
、
及
翻
訳
劉
崇
傑
共
七
入
、
略
似
円
稟
会

　
　
鼻
堵
　
　
　
　
　
O

　
　
弐
田
．
．
．
．
，
．

　
長
尾
と
は
長
尾
甲
、
通
称
槙
太
郎
、
号
が
雨
山
、
元
高
等
師
範
学
校
教
授
、
文
部
省
図
書
審
査
官
、
小
谷
重
も
元
文
部
省
図
書
審
査
宮
、
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

港
堂
社
員
、
い
ず
れ
も
教
科
書
編
纂
の
専
門
家
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
稿
本
で
は
、
「
長
尾
、
小
谷
重
、
及
翻
訳
劉
衆
意
共
七
人
」
の
上
に
線

を
引
き
、
「
荘
愈
」
の
文
字
の
後
に
「
等
」
を
挿
入
し
た
跡
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
る
ほ
ど
こ
の
『
編
輯
小
学
教
科
書
之
回
憶
』
の
初
出

は
～
九
三
五
年
で
、
日
中
間
の
時
局
が
逼
迫
す
る
時
期
に
あ
た
る
。
一
九
三
二
年
の
上
海
事
変
で
は
、
商
務
印
書
館
は
日
本
軍
に
よ
る
爆
撃
を

受
け
、
甚
大
な
被
害
も
出
し
て
い
る
。
日
本
人
の
名
前
を
抹
消
し
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
『
最
新
修
身
』
編
纂
当
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

お
い
て
も
、
馬
身
済
は
「
中
国
人
」
の
た
め
の
教
科
書
編
纂
を
唱
え
、
翻
訳
教
科
書
の
使
用
に
は
反
対
し
て
い
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
前

面
に
出
す
た
め
に
は
、
他
国
に
倣
う
と
同
時
に
排
除
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
『
最
新
修
身
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

編
纂
に
日
本
の
専
門
家
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
日
本
人
専
門
家
に
よ
る
編
纂
へ
の
参
加
は
、
『
最
新
修
身
』
に
日
本
の
修
身
教
科
書
か
ら
の
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
同
書
に
見
え
た
豊
窟
な
挿
絵
や
教
授
書
の
組
み
合
わ
せ
と
い
っ
た
特
徴
は
、
一
見
し
て
当
時
の
日
本
の
教
科
書
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
徳
目
主
義
や
循
環
教
案
法
、
書
入
、
家
庭
、
社
会
、
国
家
と
い
う
構
成
も
、
当
時
の
日
本
の
修
身
教
科
書
で
多
く
採

用
さ
れ
て
い
た
方
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
当
時
の
蒋
維
喬
の
日
記
に
は
、
「
日
本
入
擬
す
る
所
の
蒙
小
学
読
本
材
料
」
と
い
う
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

重
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
側
が
提
示
し
た
教
科
書
編
纂
の
指
針
と
い
え
る
も
の
で
、
九
科
目
に
つ
い
て
の
内
容
お
よ
び
授
業

時
間
数
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
修
身
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
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イ
ソ
ッ
プ

　
　
協
同
　
　
公
共
事
業
　
　
公
徳
　
　
待
外
国
人
之
道
　
　
戒
迷
信
　
　
勤
勉
　
　
独
立
　
　
勇
気
　
　
愛
国
　
　
先
哲
之
嘉
言
善
行
　
　
伊
索
寓
雷
之
類

　
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
日
本
側
の
編
者
が
盛
り
込
む
べ
き
徳
目
を
直
接
に
提
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
「
待
外

国
人
之
道
」
と
い
う
の
は
い
か
に
も
外
国
人
が
提
示
し
そ
う
な
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
個
人
、
社
会
、
国
家
に
関
す
る
徳
目
で
、
中
国
の

従
来
の
修
身
教
科
書
に
欠
如
し
が
ち
で
あ
っ
た
徳
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
提
示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
当
時
長
尾
が
、

中
国
に
最
も
欠
け
て
い
る
も
の
は
「
国
が
た
め
躯
を
絹
つ
」
る
「
国
民
」
だ
と
し
て
、
国
民
教
育
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
た
こ
と
と
よ
く

　
　
　
　
　
　
⑳

符
合
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
日
本
型
か
ら
提
起
さ
れ
た
徳
目
は
、
ほ
ぼ
忠
実
に
『
最
新
修
身
』
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
て
従
来
の
教
科

書
で
は
そ
こ
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
家
族
に
関
す
る
徳
目
の
上
に
、
さ
ら
に
個
人
、
社
会
、
国
家
に
関
す
る
徳
目
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

『
最
新
修
身
』
の
特
徴
的
構
成
が
生
ま
れ
る
に
い
た
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」

が
、
日
本
の
「
勅
語
」
に
相
当
す
る
綱
領
と
し
て
、
こ
の
構
成
の
上
に
「
発
見
」
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
清
末
の
修
身
教
科
書
に
共
通
す
る
典
型
的
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
た
わ
け
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
当
時
の
教
科
書
は
、
そ
の
表
面
を

い
か
に
『
大
学
』
の
一
節
で
覆
い
、
本
文
に
ど
れ
ほ
ど
申
国
の
故
事
を
盛
ろ
う
が
、
そ
の
根
幹
部
分
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
「
勅
語
」
に
由
来

す
る
構
成
な
ら
び
に
徳
目
に
多
く
依
拠
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
国
人
の
手
に
な
る
お
そ
ら
く
最
初
の
修
身
教
授
法
の
研
究
は
、
採

用
す
べ
き
徳
目
な
ら
び
に
そ
の
分
類
を
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
論
じ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
当
時
に
お
け
る
修
身
教
科
書
の
編
纂
の
様
子
を
う
か

　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ト
ン

　
　
徳
目
の
分
類
は
、
古
来
説
を
為
す
こ
と
一
な
ら
ず
。
蘇
格
拉
底
は
こ
れ
を
分
か
ち
て
敬
神
、
節
制
、
勇
気
、
正
義
の
四
徳
と
為
し
、
柏
拉
図
は
敬
神
を
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
バ
ル
ト

　
　
め
て
智
慧
と
為
し
、
申
世
羅
蘇
教
徒
は
転
た
加
う
る
に
信
仰
、
希
望
、
慈
愛
の
三
徳
を
以
て
す
。
近
代
に
至
り
て
海
爾
靴
脱
は
復
た
誠
意
、
完
全
、
好
意
、

　
　
尊
報
、
報
償
の
五
徳
を
列
挙
す
。
そ
の
中
国
に
在
り
て
は
、
鋼
ち
智
仁
勇
三
徳
の
称
あ
り
、
仁
義
礼
智
信
五
徳
の
称
あ
り
。
日
本
小
学
校
施
行
規
則
第
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
条
は
、
徳
目
を
列
挙
す
る
こ
と
次
の
如
し
。
曰
く
「
尋
常
小
学
校
は
、
そ
の
初
め
宜
し
く
孝
弟
、
親
愛
、
勤
倹
、
敬
信
、
義
勇
等
に
就
き
て
、
授
く
る
に

　
　
実
行
に
適
切
の
近
易
の
事
項
を
以
て
し
、
漸
く
進
み
で
授
く
る
に
国
家
及
び
社
会
に
対
す
る
の
責
務
の
一
斑
を
以
て
し
、
以
て
そ
の
品
位
を
高
尚
し
、
そ
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図修身教科書内容構成図

家職道知身
物業徳能体

碑夫兄子父
僕婦弟女母

一
、

二
、四三

h　 N
　
、

二
、

三
、

四
、

五
、

轍
∴

自名陸生
二二面差

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

恭
倹
（
勅
語
）
、
成
就
徳
器
（
勅
語
）
…
堅
志
操
（
教
則
）
、

啓
培
良
心
、
慎
言
、
制
慾
（
補
）

修
学
習
業
（
勅
語
）
…
啓
発
智
能
（
勅
語
）
…
長
進
取
之

気
象
（
教
則
Y
：
勤
業
（
補
）

貞
淑
（
女
教
則
）

節
制
、
清
潔
、
運
動
（
補
）

孝
（
勅
語
）

友
（
勅
語
）

和
（
勅
語
）

教
養
（
補
）

忠
実
憐
愛
（
補
）

遵
法
（
勅
語
）

義
男
（
勅
語
）

公
務
（
補
）

扶
翼
皇
運
（
勅
語
）
、
忠
君
愛
国
（
教
則
）

信
（
勅
語
V
…
守
約
（
補
）

博
愛
（
勅
語
）
…
報
恩
（
補
）
、
愛
人
類
、

開
公
益
広
世
務
（
勅
語
）

尚
公
徳
（
教
則
）

礼
譲
（
補
）

愛
動
物
（
補
）

（出典）山砦「教授法教科書」，凹凹教育雑誌』丁未年第14期，1907，95～96頁。

の
志
操
を
堅
固
に
し
、
か
つ
そ
の
進
取
の
気

象
を
助
長
し
、
そ
の
公
徳
を
崇
尚
す
る
の
心

情
を
啓
写
し
、
そ
の
忠
君
愛
国
の
意
気
を
培

養
す
る
有
る
に
務
む
べ
し
…
…
」
と
。
こ
の

醤
や
、
能
く
修
身
教
授
の
内
容
を
表
明
す
る

者
と
謂
う
べ
し
。
然
れ
ど
も
条
挙
櫨
列
に
過

ぎ
ず
し
て
、
分
類
な
お
未
だ
明
ら
か
な
ら
ざ

る
な
り
。
修
身
教
授
の
方
針
を
定
め
ん
と
欲

す
れ
ば
、
ま
た
憾
め
道
徳
の
分
類
を
立
て
、

そ
の
所
属
を
明
晰
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
、

そ
の
旨
に
本
づ
き
、
以
て
小
学
校
の
ま
さ
に

瀕
養
す
べ
き
所
の
徳
目
を
区
別
せ
ば
、
則
ち

大
要
四
有
り
。
（
～
）
個
人
的
生
活
に
属
す
る

者
。
摂
生
、
勤
勉
、
節
倹
の
如
き
は
是
れ
な

り
。
（
二
）
家
族
的
生
活
に
属
す
る
老
。
孝
悌
、

親
愛
の
如
き
は
是
れ
な
り
。
（
三
）
社
会
的
生

活
に
属
す
者
。
友
誼
、
信
実
、
恭
敬
、
博
愛

の
如
き
は
是
れ
な
り
。
（
四
）
国
家
的
生
活
に

属
す
者
。
忠
君
、
愛
国
、
義
勇
、
奉
法
の
如

き
は
是
れ
な
り
。
…
…
修
身
を
教
授
す
る
者
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は
、
必
ず
前
記
四
種
の
範
囲
に
合
わ
せ
て
、
骸
括
し
て
漏
ら
す
母
か
れ
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
文
章
自
体
が
日
本
の
修
身
教
授
法
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
「
小
学

校
令
施
行
規
則
」
（
一
九
〇
〇
）
に
見
え
る
徳
目
を
特
に
評
価
し
、
ま
た
そ
の
徳
目
を
「
個
人
」
「
家
族
」
「
社
会
」
「
国
家
」
と
い
う
、
こ
れ
も

日
本
の
修
身
教
科
書
で
「
勅
語
」
に
沿
う
か
た
ち
で
採
用
さ
れ
て
き
た
構
成
に
従
っ
て
分
類
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
当
時
の
教
科
書
編
纂
の
方
法
を
よ
り
明
快
に
示
す
も
の
が
、
（
図
）
に
示
し
た
修
身
教
科
書
の
内
容
構
成
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
教

授
法
教
科
書
の
な
か
で
、
修
身
教
材
編
纂
の
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
各
徳
目
の
出
典
が
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
勅
語
」
は
「
教
育
勅
語
」
、
「
教
則
」
「
女
教
則
」
は
先
述
の
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
第
二
条
、
「
補
」
は
著
者
に

よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
「
中
国
人
」
を
養
成
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
る
教
科
書

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
根
幹
と
な
る
徳
目
や
構
成
は
、
「
勅
語
」
に
も
と
つ
く
瞬
本
の
修
身
教
育
に
多
く
を
拠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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①
　
戸
沢
鐵
太
郎
州
教
科
書
の
歴
更
駈
（
創
文
革
、
一
九
五
六
）
、
海
後
宗
臣
・
岸
井

　
勇
雄
門
修
身
教
科
書
総
解
説
」
（
海
後
宗
臣
編
剛
日
本
教
科
晋
大
系
近
代
編
睡
第

　
二
～
巻
、
噺
講
談
社
、
　
一
九
漏
出
閲
同
）
。

②
海
後
宗
距
『
教
育
勅
語
成
立
史
の
研
究
』
（
今
『
海
後
宗
臣
著
作
集
扁
第
一
〇

　
巻
、
東
京
書
籍
、
【
九
八
【
）
。

③
井
上
哲
次
郎
『
勅
語
術
義
』
（
今
国
民
精
神
文
化
研
究
所
糊
教
育
勅
語
湊
発
関

　
係
資
料
集
隔
第
三
巻
、
一
九
三
九
）
。

④
松
本
三
之
介
「
家
族
国
家
観
の
構
造
と
特
質
」
（
同
『
明
治
思
想
に
お
け
る
伝

　
統
と
近
代
隔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
）
。
ま
た
石
田
雄
「
家
族
国
家
観
の

　
構
造
と
機
能
」
（
同
『
明
治
政
治
思
想
史
研
究
睡
未
来
社
、
一
九
五
四
）
参
照
。

⑤
海
後
宗
臣
・
吉
田
熊
次
「
教
育
勅
語
換
発
以
後
に
於
け
る
小
学
校
修
身
教
授
の

　
変
遷
偏
（
今
』
嗣
掲
明
海
後
虐
ホ
臣
鞭
者
作
集
輪
齢
弟
六
巻
）
、
五
二
〇
百
ハ
よ
り
転
載
。

⑥
前
掲
「
修
身
教
科
書
総
解
説
」
、
六
〇
二
～
六
〇
六
頁
。

⑦
個
人
、
家
庭
、
社
会
、
国
家
と
い
う
張
本
の
修
身
教
科
書
の
構
成
も
、
そ
の
原

　
型
は
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ン
ヌ
の
著
作
を
訳
し
た
箕
作
麟
祥
剛
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
（
一

　
八
七
一
）
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
前
編
上
中
下
巻
は
、
第
一
篇
「
勧
善
学
ノ

　
大
旨
」
、
第
二
篇
「
天
二
対
ス
ル
煎
鍋
、
第
三
照
門
自
己
二
対
ス
ル
務
」
、
第
四
篇

　
「
人
二
対
ス
ル
務
メ
」
、
第
五
篇
「
族
人
二
対
ス
ル
務
偏
、
第
六
篇
「
国
二
対
ス
ル

　
務
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
勅
語
」
以
降
の
教
科
潜
は
こ
う
し
た
構
成

　
を
参
照
し
つ
つ
も
、
門
天
二
対
ス
ル
務
」
を
削
除
し
、
「
勅
語
」
が
教
学
の
根
本
に

　
据
え
る
「
椎
体
」
に
従
っ
て
「
国
家
」
を
最
上
位
に
措
い
た
の
で
あ
っ
た
。
清
末

　
の
修
身
教
科
書
は
こ
の
日
本
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
構
成
を
採
用
し
た
と
い
え
よ
う
。

⑧
本
稿
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
導
電
明
清
宋
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
隔
（
汲

　
古
書
院
、
｝
九
九
八
）
が
後
述
す
る
羅
振
玉
の
目
本
視
察
も
含
め
て
、
周
到
な
研

　
究
を
行
っ
て
い
る
。
羅
呑
玉
｝
行
の
視
察
が
張
之
洞
の
教
育
改
革
に
与
え
た
影
響

　
を
説
い
て
詳
し
い
。



清末の修身教科書と日本（土屋）

⑨
そ
も
そ
も
同
書
は
戊
戌
政
変
後
に
「
殿
版
」
と
な
っ
て
い
る
。
竹
内
弘
行
「
康

　
有
為
隅
日
本
書
目
志
挽
の
一
考
察
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
（
哲

　
学
）
臨
四
九
、
二
〇
〇
三
）
参
照
。

⑩
川
尻
文
彦
「
教
育
論
と
思
想
史
－
近
代
中
国
の
場
合
1
」
（
欄
帝
塚
山
学
院

　
大
学
研
究
論
集
匝
三
二
、
～
九
九
七
）
は
戊
戌
期
の
教
育
改
革
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
モ
デ
ル
か
ら
の
影
響
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

⑪
同
誌
は
発
行
部
数
こ
そ
多
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
（
羅
臼
祖
「
庭
聞
憶
略
」
、

　
今
岡
明
蝉
寄
留
痕
睡
上
海
古
籍
出
版
社
、
　
一
九
九
九
、
二
六
頁
）
、
上
海
を
中
心

　
と
す
る
教
育
界
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。
本
稿
と
の
関
係
で
い
え

　
ば
、
『
最
新
修
身
歴
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
高
岸
謙
は
創
刊
当
初
日
本
文
の
翻
訳
員

　
に
あ
た
っ
て
い
た
し
、
張
元
済
も
こ
の
頃
同
誌
に
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。

⑫
遡
張
之
洞
全
集
扇
（
河
北
入
曽
出
版
社
、
一
九
九
八
）
巻
｝
圏
七
、
「
札
羅
振
玉

　
等
前
赴
日
本
編
訳
教
科
書
並
派
劉
洪
烈
赴
日
本
考
察
教
法
、
管
学
事
宜
」
。

⑬
　
『
扶
桑
両
月
記
』
、
光
緒
二
十
七
（
一
九
〇
一
）
年
十
二
月
初
七
日
。

⑭
埋
橋
徳
良
噸
日
中
言
語
文
化
交
流
の
先
駆
者
一
太
宰
春
台
・
阪
本
天
山
・
伊

　
沢
修
二
の
華
音
研
究
…
触
（
白
帯
祉
、
一
九
九
九
）
第
三
章
第
八
節
。
ま
た
李

　
鵬
門
伊
沢
修
二
の
漢
語
研
究
」
（
『
天
理
大
学
学
報
匝
一
九
六
、
一
九
八
、
一
一
〇
〇

　
一
）
は
、
伊
沢
が
厳
修
の
協
力
を
得
て
企
画
し
た
『
東
亜
普
通
読
本
隔
を
発
掘
し
、

　
分
析
を
簾
え
た
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

⑮
自
縛
の
教
育
界
に
お
け
る
ア
ジ
ア
認
識
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
ム
ゲ
ン
「
教
育
雑

　
誌
に
み
る
ア
ジ
ア
認
識
の
展
開
－
一
九
〇
〇
年
代
は
じ
め
の
噸
教
育
時
論
撫
を

　
申
心
に
一
」
（
古
屋
哲
夫
編
『
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
』
緑
蔭
書
房
、
二
〇

　
〇
一
）
参
照
。

⑯
羅
振
玉
「
集
蓼
編
」
、
遡
貞
松
老
人
遺
稿
甲
八
戸
（
【
九
四
｝
）
、
今
『
雪
堂
自

　
述
臨
（
江
蘇
入
民
出
版
社
、
一
九
九
九
）
。
ま
た
前
掲
欄
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察

　
の
研
究
臨
、
講
評
｝
～
二
四
二
頁
。
な
お
読
経
科
は
清
末
の
道
徳
教
育
に
お
け
る

　
修
身
科
と
並
ぶ
も
う
【
方
の
柱
で
、
と
り
わ
け
門
構
定
学
堂
章
程
」
で
は
、
こ
の

　
科
に
多
く
の
授
業
時
間
数
が
割
か
れ
、
き
わ
め
て
高
い
比
重
が
置
か
れ
た
。
こ
の

　
読
経
強
化
、
伝
統
重
視
の
流
れ
は
、
戊
戌
期
か
ら
革
緒
新
政
期
に
か
け
て
修
身
教

　
科
轡
が
伝
統
的
色
彩
を
強
め
て
い
く
過
程
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
っ
た
と
見
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
清
元
済
は
学
堂
で
む
や
み
に
四
書
五
経
を
読
む
こ
と

　
に
は
反
対
し
、
羅
振
玉
、
張
之
洞
と
は
立
場
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
か

　
つ
て
反
動
性
、
封
建
性
の
表
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
張
之
洞
の
皿
連
の

　
施
策
に
つ
い
て
は
今
日
見
直
し
が
進
み
（
例
え
ば
近
年
で
は
、
羅
志
田
『
国
家
与

　
学
術
－
清
季
民
初
閣
乎
”
国
学
”
的
思
想
論
争
i
撫
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
三
、

　
第
三
章
）
、
多
く
国
民
統
合
と
の
関
連
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

　
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
よ
れ
ば
、
張
元
済
と
羅
振
玉
お
よ
び
張
之
洞
と
の
問
の
縞

　
た
り
は
、
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

⑰
「
新
版
図
人
民
教
化
の
方
針
」
（
噸
伊
沢
修
二
選
集
袖
信
濃
教
育
刑
、
一
九
五

　
八
）
。

⑱
「
台
湾
公
学
校
設
置
に
関
す
る
意
見
」
（
同
前
）
。

⑲
「
学
制
私
議
扁
、
『
教
育
世
界
』
第
二
四
号
、
｝
九
〇
二
。

⑳
前
掲
『
日
游
藁
編
』
、
「
日
本
考
察
学
務
游
記
」
、
光
緒
二
九
年
正
月
二
八
日
。

⑳
　
無
錫
三
等
公
学
堂
編
輯
、
金
匿
愈
復
代
表
、
光
緒
二
八
年
初
版
、
文
明
書
周
発

　
行
。
同
書
は
こ
れ
よ
り
先
に
文
血
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
（
前
掲

　
「
教
科
書
之
発
刊
概
況
」
）
未
児
。

⑫
　
第
二
章
註
②
お
よ
び
前
掲
「
編
輯
小
玉
教
科
書
之
湯
島
」
参
照
。

⑬
前
掲
『
初
期
商
務
印
書
館
研
究
臨
参
照
。
ま
た
同
嘗
は
商
務
印
書
館
の
教
科
書

　
編
纂
が
日
中
共
同
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
多
く
の
重
要
な
点
を
明
ら
か

　
に
し
て
お
り
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
特
に
『
最
新
修
身
輪
の
編
纂

　
過
程
に
即
し
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑳
第
一
出
来
④
参
照
。

⑳
殊
に
中
国
の
学
問
芸
術
に
関
し
て
内
藤
湖
南
、
狩
野
直
喜
と
並
び
称
さ
れ
た
長

　
尾
雨
山
に
つ
い
て
は
（
長
尾
雨
山
『
中
国
書
論
話
臨
筑
摩
沓
下
、
一
九
六
五
所
収
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の
吉
川
幸
次
郎
「
解
説
扁
）
、
そ
の
伝
記
も
少
な
く
な
い
。
甫
掲
榊
初
期
商
務
印
書

　
館
研
究
隔
は
こ
れ
ら
諸
研
究
を
ふ
ま
え
て
詳
し
い
。

⑳
前
掲
「
答
友
入
間
学
堂
事
書
」
。

⑳
　
こ
の
点
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
が
入
手
し
た
『
最
薪
修
身
教

　
科
害
魅
第
～
冊
、
光
緒
三
　
（
一
九
〇
五
）
年
二
月
試
料
で
は
、
扉
に
校
訂
者
と

　
し
て
小
谷
重
、
長
尾
槙
太
郎
の
両
名
が
、
高
機
謙
、
蚤
取
済
と
並
ん
で
列
ね
ら
れ

　
て
い
る
。
初
期
の
版
で
は
、
こ
の
よ
う
に
小
谷
、
長
尾
両
者
の
名
も
掲
げ
ら
れ
て

　
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
蒋
維
需
四
驚
居
日
記
飴
（
手
稿
本
、
上
海
図
書
館
蔵
）
、
光
緒
二
九
（
一
九
〇

　
三
）
年
一
一
月
二
五
日
。
同
資
料
の
全
文
は
前
掲
噸
初
期
商
務
印
書
館
研
究
撫
、

　
皿
七
七
～
一
八
○
頁
が
紹
介
す
る
。

⑳
　
長
尾
雨
山
門
対
客
間
第
四
」
、
隅
東
方
雑
誌
暁
第
五
期
、
　
九
〇
四
。

⑳
　
著
者
不
明
門
修
身
教
授
法
」
、
『
教
育
世
界
隔
第
八
六
一
八
八
号
、
一
九
〇
四
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
戊
戌
期
の
教
科
書
で
あ
る
『
蒙
学
課
本
』
は
、
「
天
」
を
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
下
に
お
け
る
平
等
な
い
し
そ
れ
に
賦
与
さ
れ
る

権
利
確
立
へ
の
契
機
を
内
包
し
え
た
。
つ
ま
り
『
蒙
学
課
本
』
で
は
、
人
々
は
い
わ
ば
「
天
民
」
と
し
て
、
「
シ
チ
ズ
ン
」
へ
と
向
か
う
可
能

性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
そ
れ
以
上
展
開
す
る
こ
と
な
く
、
先
緒
新
政
期
以
降
の
教
科
書
で
は

「
国
偏
が
最
上
位
に
措
か
れ
、
そ
こ
で
人
々
は
「
国
民
」
と
し
て
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
性
格
が
強
調
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
伝
統
色
が
強
め
ら

れ
、
「
中
国
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
注
入
さ
れ
る
一
方
、
個
人
お
よ
び
家
族
が
国
家
へ
と
収
敏
さ
れ
る
「
家
族
国
家
」
観
の
も

と
、
個
人
に
は
国
家
へ
の
家
族
同
様
の
献
身
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
変
化
を
歴
史
の
後
退
と
み
な
す
こ
と
は
よ
も
や
で
き
ま
い
。
む
し
ろ
こ
の
問
の
変
化
は
、
当
時
認
識
さ
れ
た
世
界
に

対
応
し
て
い
く
た
め
の
戦
略
上
の
転
換
と
で
も
い
う
べ
き
で
、
列
強
に
対
す
る
危
機
感
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
な
か
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
と

し
て
国
家
へ
の
凝
集
力
が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
い
か
に
清
末
の
教
科
書
が
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
欠
き
、
伝
統
的
色

彩
を
帯
び
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
西
洋
近
代
に
対
抗
す
る
ま
た
ひ
と
つ
の
「
近
代
」
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
変
化
の
背
後
で
、
中
国
に
新
た
な
戦
略
を
提
供
し
た
の
が
日
本
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
中
間
の
教
科
書
編
纂
に
お
け
る
緊
密

な
「
協
力
」
を
通
じ
て
、
日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
る
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
「
教
育
勅
語
」
は
、
清
末
の
修
身
教
科
書
の
上
に
確
実
に
そ
の



清宋の修身教科書と日本（土屋）

影
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
直
接
的
な
影
響
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
模
倣
と
同
時
に
排
除
す
る
と
い
う
べ
き

相
反
す
る
力
学
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
勅
語
」
に
由
来
す
る
構
成
な
ら
び
に
そ
の
断
片
で
あ
る
徳
目
が
清
末
の
修
身
教
科
書
で
多
く
採

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
断
片
を
も
と
の
構
成
に
注
意
し
な
が
ら
再
度
組
み
立
て
直
す
と
い
う
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
の
結
果
出
来
上

が
っ
た
も
の
が
、
中
国
的
伝
統
色
を
重
ん
じ
る
『
大
学
』
の
～
節
だ
っ
た
に
せ
よ
、
や
は
り
そ
こ
に
は
「
勅
語
」
と
相
い
通
じ
る
性
格
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
「
国
」
に
至
上
の
価
値
を
与
え
、
家
族
や
個
人
を
そ
れ
に
従
属
あ
る
い
は
一
体
化
さ
せ
る
「
家
族
国
家
」
観

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
勅
語
」
か
ら
の
影
響
の
も
と
、
清
末
の
教
科
書
に
お
い
て
は
、
7
ナ
シ
ョ
ナ
ル
”
で
あ
っ
て
も
“
シ
チ
ズ
ン
”

で
は
な
い
」
「
国
警
」
像
が
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
「
国
民
」
に
は
「
国
」
の
た
め
に
命
を
も
捧
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で

　
①

あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
「
国
民
」
像
が
の
ち
の
申
国
に
与
え
た
影
響
は
、
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
清
朝
は
、
こ

の
「
国
民
」
を
創
出
す
る
た
め
に
皇
帝
権
力
の
源
泉
た
る
「
天
」
の
放
棄
を
強
い
ら
れ
、
最
終
的
に
崩
壊
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
「
国
民
」
像
ま
で
も
が
清
朝
の
崩
壊
と
と
も
に
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
辛
亥
革
命
を
経
た
民
国
初
期
の
教
科
書
に
も
、

こ
の
「
細
民
」
像
は
基
本
的
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
教
科
書
革
命
」
を
掲
げ
て
民
国
元
年
に
設
立
さ
れ
た
中
華
書

局
の
「
中
華
教
科
書
」
、
な
ら
び
に
商
務
印
書
館
の
「
共
和
国
教
科
書
」
の
い
ず
れ
も
が
、
各
徳
目
か
ら
「
国
」
を
頂
点
と
す
る
全
体
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
い
た
る
ま
で
、
清
末
の
教
科
書
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
忠
君
」
に
関
す
る
徳
目
が
な
く
な
っ
て
、
「
自
由
」
「
平

等
」
「
選
挙
」
「
議
員
」
と
い
っ
た
徳
目
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
「
教
科
書
革
命
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
出
現
を
表
現

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
教
科
書
の
な
か
で
は
、
大
多
数
の
「
愛
国
」
や
「
報
国
」
、
「
救
国
」
と
い
っ
た
徳

目
が
、
ご
く
少
数
の
「
自
由
」
「
平
等
」
と
い
っ
た
徳
目
を
完
全
に
圧
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
国
家
の

主
体
的
担
い
手
を
生
み
出
す
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
「
国
」
へ
と
収
敏
さ
れ
て
い
く
点
で
、
清
末
の
教
科
書
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
教
科
書
に
現
れ
る
「
国
民
」
像
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
最
後
に
留
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
「
国
民
」
像
が
そ
の
ま
ま
実
際
の

国
民
を
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
を
究
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
学
校
教
育
お
よ
び
教
科
書
の
普

及
状
況
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
が
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
同
時
に
こ
れ
ら
教
科
書
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
も

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
民
国
期
以
降
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
の
ち
展
開
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
サ
イ
エ
ン

ス
、
「
世
界
主
義
」
を
掲
げ
た
新
文
化
運
動
が
、
学
校
教
科
書
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
が
当
然
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
、
い
ま
あ
え
て
見
通
し
を
示
し
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
「
国
民
」
像
は
、
民
国
期
以
降
も
た
え
ず
外
圧
が
存
在
す
る
な
か
で
、
そ
の
影
響
力

を
増
大
さ
せ
こ
そ
す
れ
、
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
日
本
が
教
科
書
で
は
な
く
、
武
器
を
携
え
て

中
国
へ
と
向
か
っ
た
時
、
そ
の
影
響
力
は
頂
点
へ
と
達
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
①
こ
の
点
、
清
宋
に
お
け
る
「
死
」
と
そ
の
意
味
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
包
括
的
な
考
　
　
書
館
、
民
国
元
年
六
月
初
版
。

　
　
察
を
行
う
吉
澤
誠
一
郎
「
愛
国
ゆ
え
に
死
す
一
政
治
運
動
に
お
け
る
死
と
そ
の
　

③
こ
こ
で
は
、
沈
松
蝉
「
国
権
与
民
権
一
晩
清
的
「
国
民
」
論
述
、
一
八
九
五

　
　
追
悼
i
」
（
岡
『
愛
幽
主
義
の
創
生
i
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
近
代
中
国
を
　
　
　
　
一
｝
九
一
一
一
」
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
醤
研
究
所
集
刊
臨
第
七
三
本
、
第
四

　
　
見
る
一
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
、
二
〇
〇
一
じ
が
指
摘
す
る
、
門
国
権
」
と
「
民
権
」
の
相
互
補
完
関
係
を
想

　
②
陳
想
功
・
浬
涛
編
判
中
華
初
等
小
学
修
身
教
科
書
』
中
華
書
局
、
畏
国
元
2
　
　

定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
九
一
一
じ
年
一
月
初
版
、
戴
克
敦
・
沈
臨
編
『
共
和
国
教
科
書
新
修
身
匝
商
務
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
歴
大
学
文
学
研
究
科
大
学
院
研
究
生
）
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becomes　apparent　that　there　is　a　pressing　need　to　reassess　the　conventional　view

that　nlodern　Japanese　educational　administration　was　based　oパ‘concepts　of　pubhc

safety．”

Late－Qing清Textbooks　on　Ethics　and　Meiji　Japan

by

TsucHlyA　Hiroshi

　　Late　19th　and　early　20th　century　China　experienced　large－scale　reform　of　Qing

Dynasty　policies　in　such　areas　as　governinent　adrninistration，　taxation，　aRd　admi－

nistrative　structure．　ln　the　iast　years　of　the　dynasty，　reform　extended　to　include

marked　shifts　in　the　traditional　educational　system．　The　aim　of　these　educational

reforms　was　to　replace　the　existing　educational　system　designed　for　the　elite，

which　had　traditionaby　been　based　on　the　civi1　service　examina£ion　system，　the

々吻科挙，With　a　system　of　education　for　the　masses．　Reform　was　inplemented

with　a　particular　focus　on　moclifYing　the　compulsory　education　in　elementary

schools．　The　central　tenant　of　these　reforms　was　to　raise　national　conscience

among　the　masses　with　careful　consideration　given　to　the　introduction　of　the　sub－

ject　of　ethics．　This　article　exarnines　the　image　of　ideal　national　character　as　pro－

jected　througk　these　ethics　textbooks　for　elementary　school　students　durring　this

period　of　reform．

　　The　b漉h　of　the　ethics　textbook　in　Ch加a　occurred加£he　Xinzheng新政reform

period　at　the　beginriing　of　the　20th　century．　Although　ethics　became　established　as

a　formal　subject　at　this　t｛me，　the　subject　of　ethics　was　rooted　in　the　Wuxu戊戌

reform　period　at　the　end　of　the　19th　century．　Forerunners　of　tke　textbooks　had

been　compiled　during　the　Wuxu　period，　the　most　famous　of　them　being　the　Meng一

耀θ勧θκ蒙学課本．The　mos亀prominent　feature　of　this　textbook　was　the　prhnary

focus　on　the　concept　of　Tian天（Heaven，　God）in　moral　education，　instituted　by

the　editors　under　the　influence　of　western　textbooks　for　children．　The　position　and

significance　of　heaven　was　that　it　stood　above　the　people　and　conveyed　an　ideal－

ized　lrnage　of　strength，　granting　the　people　equality　and　rights．　The　peop｝e　were

therefore　considered　citizens　under　Tian，　and　did　not　share　a　sense　of　nationalism，

viewing　themselves　as　chizens　of　the　nation　of　China．

During　the　Xir｝zheng　reform　period　of　the　early　20th　centuty，　ethics　textbooks
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came　to　be　pubhshed　in　earnest。　The　Zuixin　xiushen　1’iaoleeshu最：新修身教科書，

published　by　the　Commercial　Press，　and　C伽6θ㎎κ∫αoκ％θ燃曲6％ガαo々θs肱初等

小学修身教科書，pubHshed　by　the　Qing　education　department，　are　representatlve

of　the　textbool〈s　pubEshed　during　this　period．　An　important　feature　common　to

both　of　these　textbooks　was　that　Tian　was　thoroughiy　disregarded　and，　in　its

place，　guo国，　the　nation，　was　es£a樋shed　as　the　foundation　of　lnoral　education．

Subsequelttly，　the　ideal　image　of　a　person　became　extremely　nationalistic，　reflect－

ing　his／her　existence　as　a　member　of　the　conmiunity，　in　the　form　of　the　guo　for

which　one　might　sacrifice　his／　her　nfe．

　　Thus，　between　the　Wuxu　and　Xinzheng　periods，　the　focus　of　the　textbooks

changed．　This　change　was　further　influenced　by　ethic　textbool〈s　of　Meiji　Japan．　ln

the　early　years　of　the　20th　century，　the　number　of　Chinese　students　in　Japan　in－

creased　very　rapidly，　and　a　great　number　of　Qing　bureaucrats　visited　Japan　to

observe　educagonal　facdities．　Furthermore，　a　Japanese　mission　of　government

bureaucrats　and　educators　visited　China　to　“cooperate”　in　the　educational　reform

of　China．　Through　such　contacts　between　Chna　and　Japan　during　this　period，　the

ethics　textbooks　of　Japan　exerted　infiuence　on　educational　policies　in　China．　Espe－

cially　worthy　of　note　is　the　fact　that　the　“lmperial　Rescript　on　Education”　“trft　Ili　gh

語，which　had　served　to　strengthen　nationalism　ln　Japan，　also　influenced　ethics

textbooks　in　China．

　　The　new　image　of　the　people　of　the　nation　brought　about　by　Japan　essentially

formed　the　ideo｝ogical　foundation　of　textbooks　of　the　Republic　of　China　after　the

Xinhai　revolution辛亥革命．　Therefbre，　the“modern　age”of　Chinese　education，

and　subsequent　nationalism　began　with　the　influence　of　both　Western　and　Japanese

educational　policies　and　was　facilitated　by　the　Chinese　policy　that　shifted　from　Tian

（heaven）　to　guo　（the　nation）as　the　basis　of　moral　education．

The　Formation　of　the　Polish　Resettlement　Corps

　　　　by　the　Attlee　Government，　1945－1946

by

Mlzol〈AMI　Hirorni

　　As　a　result　of　World　War　II，　Poland　lost　much　of　its　eastern　territory　to　the

Soviet　Union，　in　return　for　substantial　accessioRs　of　territory　in　the　north　and
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